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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方向を軸として環状に配列される３・Ｐ個のティースを備え、相毎に３個の前記ティ
ース（Ｔ（１）～Ｔ（３））には電機子巻線が分岐せずに敷設される相数Ｐ（Ｐは３以上
の整数）の電機子であって、
　各相の前記電機子巻線は、
　前記電機子巻線の一端を含み、全ての前記ティースに対して前記軸における一方側に引
き出される第１の引き出し部（Ｄ１）と、
　前記電機子巻線の他端を含み、前記一方側に引き出される第２の引き出し部（Ｄ２）と
、
　前記ティース毎に集中巻で巻回される巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（３））と、
　異なる前記ティースに巻回された前記巻回部同士を、前記一方側で繋ぐ渡り線（Ｂ（３
，１）～Ｂ（２，３））と、
　前記渡り線の一端と前記巻回部との間で前記一方側で折り返し端（Ｕ（１）～Ｕ（２）
）を呈して繋がる折り返し部（Ｒ（１）～Ｒ（２））と
に区分され、
　前記折り返し端は前記軸についての周方向において一つ置きに共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部とはそれぞれいずれかの前記折り返し端
に接続され、
　各相において、
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　第１乃至第３の前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（３））がこの順に前記周方向に配置され
、
　第１乃至第３の前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（３））が、それぞれ前記第１乃至第３の前
記ティースに集中巻で巻回され、
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記電機子巻線の前記一端（１）から前記第２の前
記ティース（Ｔ（２））の前記第１の前記ティース（Ｔ（１））側、前記第２の前記ティ
ースの前記軸における他方側、第２の前記ティースの前記第３の前記ティース（Ｔ（３）
）側をこの順に経由して第２の前記渡り線（Ｂ（２，３））の一端と繋がり、
　前記第２の前記渡り線の他端は、前記一方側かつ前記第２の前記ティース側の位置で前
記第３の前記巻回部と繋がり、
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側の位置で前記第２の前記巻回部から引き
出されて前記電機子巻線の前記他端（２）に至り、
　第２の前記折り返し部（Ｒ（２））は、前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位
置で前記第２の前記巻回部と繋がり、前記第２の前記ティースの前記第３の前記ティース
側、前記第２の前記ティースの前記他方側、前記第２の前記ティースの前記第１の前記テ
ィース側をこの順に経由して第２の前記折り返し端（Ｕ（２））に至り、更に前記第２の
前記ティースの前記第１の前記ティース側、前記第２の前記ティースの前記他方側、前記
第２の前記ティースの前記第３の前記ティース側をこの順に経由して、第１の前記渡り線
と繋がり、
　第３の前記渡り線の一端は前記一方側かつ前記第１の前記ティース側で前記第３の前記
巻回部と繋がり、
　第１の前記折り返し部は前記第１の前記ティースの前記第３の前記ティース側において
、前記第３の前記渡り線の他端から前記第１の前記ティースの前記他方側を経由して第１
の前記折り返し端（Ｕ（１））に至り、更に前記第１の前記ティースの前記他方側を経由
して前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第１の前記巻回部と繋がり、
　前記第１の前記折り返し端と前記第２の引き出し部とは共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第２の前記折り返し端とは共通に接続され、
　前記第１の前記渡り線は前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第１の
前記巻回部と繋がり、
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第３の前記巻回部の巻回数とは等しく、
　前記第２の前記巻回部の巻回数（ｓ）は前記第１の前記巻回部の巻回数よりも３少ない
電機子。
【請求項２】
　一方向を軸として環状に配列されるＫ・Ｐ個のティースを備え、相毎にＫ個の前記ティ
ース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））には電機子巻線が分岐せずに敷設される相数Ｐ（Ｐは３以上
の整数、Ｋは５以上の奇数）の電機子であって、
　各相の前記電機子巻線は、
　前記電機子巻線の一端を含み、全ての前記ティースに対して前記軸における一方側に引
き出される第１の引き出し部（Ｄ１）と、
　前記電機子巻線の他端を含み、前記一方側に引き出される第２の引き出し部（Ｄ２）と
、
　前記ティース毎に集中巻で巻回される巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））と、
　異なる前記ティースに巻回された前記巻回部同士を、前記一方側で繋ぐ渡り線（Ｂ（Ｋ
，１）～Ｂ（Ｋ－１，Ｋ））と、
　前記渡り線の一端と前記巻回部との間で前記一方側で折り返し端（Ｕ（１）～Ｕ（Ｋ－
１））を呈して繋がる折り返し部（Ｒ（１）～Ｒ（Ｋ－１））と
に区分され、
　前記折り返し端は前記軸についての周方向において一つ置きに共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部とはそれぞれいずれかの前記折り返し端
に接続され、
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　各相において、
　第１乃至第Ｋの前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））がこの順に前記周方向に配置され
、
　第１乃至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））が、それぞれ前記第１乃至第Ｋの前
記ティースに集中巻で巻回され、
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記電機子巻線の前記一端（１）から前記第Ｋ－１
の前記ティース（Ｔ（Ｋ－１））の前記第Ｋ－２の前記ティース（Ｔ（Ｋ－２））側、前
記第Ｋ－１の前記ティースの前記軸における他方側、第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋ
の前記ティース（Ｔ（Ｋ））側をこの順に経由して第Ｋ－１の前記渡り線（Ｂ（Ｋ－１，
Ｋ））の一端と繋がり、
　前記第Ｋ－１の前記渡り線の他端は、前記一方側かつ前記第Ｋ－１の前記ティース側の
位置で前記第Ｋの前記巻回部と繋がり、
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部から
引き出されて前記電機子巻線の前記他端（２）に至り、
　第Ｋ－１の前記折り返し部（Ｒ（Ｋ－１））は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティー
ス側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部と繋がり、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第
Ｋの前記ティース側、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記他方側、前記第Ｋ－１の前記テ
ィースの前記第Ｋ－２の前記ティース側をこの順に経由して第Ｋ－１の前記折り返し端（
Ｕ（Ｋ－１））に至り、更に前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋ－２の前記ティース
側、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記他方側、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋ
の前記ティース側をこの順に経由して、第Ｋ－２の前記渡り線と繋がり、
　第Ｋの前記渡り線の一端は前記一方側かつ前記第１の前記ティース側で前記第Ｋの前記
巻回部と繋がり、
　第１の前記折り返し部は前記第１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側において
、前記第Ｋの前記渡り線の他端から前記第１の前記ティースの前記他方側を経由して第１
の前記折り返し端（Ｕ（１））に至り、更に前記第１の前記ティースの前記他方側を経由
して前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第１の前記巻回部と繋がり、
　前記第１の前記折り返し端と前記第２の引き出し部とは共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第Ｋ－１の前記折り返し端とは共通に接続され、
　第１の前記渡り線は前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第１の前記
巻回部と繋がり、
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第Ｋの前記巻回部の巻回数とは等しく、
　前記第Ｋ－１の前記巻回部の巻回数（ｓ）は前記第１の前記巻回部の巻回数よりも３少
なく、
　第２ｋ（１≦ｋ＜（Ｋ－１）／２）の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ））は、前記一方側か
つ前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、前記
第２ｋの前記ティースの前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側、前記第２ｋのティースの
前記他方側、前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティース側をこの順に経
由して第２ｋの前記折り返し端（Ｕ（２ｋ））に至り、更に前記第２ｋの前記ティースの
前記第２ｋ－１の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記他方側、前記第２ｋ
の前記ティースの前記第２ｋ＋１の前記ティース側をこの順に経由して、第２ｋ－１の前
記渡り線と繋がり、
　第２ｋ＋１の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ＋１））は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記
ティース側の位置で前記第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、前記第２ｋ＋１の前記ティー
スの前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋ＋
１の前記折り返し端（Ｕ（２ｋ＋１））に至り、更に前記第２ｋ＋１の前記ティースの前
記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋの前記渡
り線と繋がり、
　前記第２ｋの前記渡り線の前記第２ｋ＋１の前記折り返し部と反対側は、前記一方側か
つ前記第２ｋ＋１の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、
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　第２ｋ＋１の前記渡り線は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記ティース側の位置で前記
第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、
　前記第１の引き出し部と前記第２ｋの前記折り返し端とは共通に接続され、
　前記第２の引き出し部と前記第２ｋ＋１の前記折り返し端とは共通に接続され、
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第２ｋ＋１の前記巻回部の巻回数とは等し
く、
　前記第２ｋの前記巻回部の巻回数は前記第１の前記巻回部の巻回数よりも２少ない電機
子。
【請求項３】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で
前記第Ｋ－１の巻回部から引き出されて前記電機子巻線の前記他端（２）に至る、請求項
２記載の電機子。
【請求項４】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第Ｋ－２の前記ティース側の位
置で前記第Ｋ－１の前記巻回部から引き出され、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋ
－２の前記ティース側を経由して前記他方側で折り返して前記電機子巻線の前記他端（２
）に至る、請求項２記載の電機子。
【請求項５】
　一方向を軸として環状に配列される３・Ｐ個のティースを備え、相毎に３個の前記ティ
ース（Ｔ（１）～Ｔ（３））には電機子巻線が分岐せずに敷設される相数Ｐ（Ｐは３以上
の整数）の電機子であって、
　各相の前記電機子巻線は、
　前記電機子巻線の一端を含み、全ての前記ティースに対して前記軸における一方側に引
き出される第１の引き出し部（Ｄ１）と、
　前記電機子巻線の他端を含み、前記一方側に引き出される第２の引き出し部（Ｄ２）と
、
　前記ティース毎に集中巻で巻回される巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（３））と、
　異なる前記ティースに巻回された前記巻回部同士を、前記一方側で繋ぐ渡り線（Ｂ（３
，１）～Ｂ（２，３））と、
　前記渡り線の一端と前記巻回部との間で前記一方側で折り返し端（Ｕ（１）～Ｕ（２）
）を呈して繋がる折り返し部（Ｒ（１）～Ｒ（２））と
に区分され、
　前記折り返し端は前記軸についての周方向において一つ置きに共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部とはそれぞれいずれかの前記折り返し端
に接続され、
　各相において、
　第１乃至第３の前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（３））がこの順に前記周方向に配置され
、
　第１乃至第３の前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（３））が、それぞれ前記第１乃至第３の前
記ティースに集中巻で巻回され、
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記電機子巻線の前記一端（１）から、前記第２の
前記ティース（Ｔ（２））の前記第３の前記ティース（Ｔ（３））側を経由して前記軸に
おける他方側に至り、前記第２の前記ティースの前記第３の前記ティース側を経由して第
２の前記渡り線（Ｂ（２，３））の一端と繋がり、
　前記第２の前記渡り線の他端は、前記一方側かつ前記第２の前記ティース側の位置で前
記第３の前記巻回部と繋がり、
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記他方側かつ前記第１の前記ティース側の位置で
前記第２の前記巻回部から引き出され、前記第２の前記ティースの前記他方側及び前記第
２の前記ティースの前記第３の前記ティース側を経由して前記電機子巻線の前記他端（２
）に至り、
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　第２の前記折り返し部（Ｒ（２））は、前記他方側かつ前記第３の前記ティース側の位
置で前記第２の前記巻回部と繋がり、前記第２の前記ティースの前記第３の前記ティース
側を経由して第２の前記折り返し端（Ｕ（２））に至り、更に前記第２の前記ティースの
前記第３の前記ティース側を往復して第１の前記渡り線と繋がり、
　第３の渡り線の一端は前記一方側かつ前記第１の前記ティース側で前記第３の前記巻回
部と繋がり、
　第１の前記折り返し部は前記第１の前記ティースの前記第３の前記ティース側において
、前記第３の前記渡り線の他端から前記第１の前記ティースの前記他方側を経由して第１
の前記折り返し端（Ｕ（１））に至り、更に前記第１の前記ティースの前記他方側を経由
して前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第１の前記巻回部と繋がり、
　前記第１の前記折り返し端と前記第２の引き出し部とは共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第２の前記折り返し端とは共通に接続され、
　前記第１の前記渡り線は前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第１の
前記巻回部と繋がり、
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と、前記第２の前記巻回部の巻回数と、前記第３
の前記巻回部の巻回数は等しい電機子。
【請求項６】
　一方向を軸として環状に配列されるＫ・Ｐ個のティースを備え、相毎にＫ個の前記ティ
ース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））には電機子巻線が分岐せずに敷設される相数Ｐ（Ｐは３以上
の整数、Ｋは５以上の奇数）の電機子であって、
　各相の前記電機子巻線は、
　前記電機子巻線の一端を含み、全ての前記ティースに対して前記軸における一方側に引
き出される第１の引き出し部（Ｄ１）と、
　前記電機子巻線の他端を含み、前記一方側に引き出される第２の引き出し部（Ｄ２）と
、
　前記ティース毎に集中巻で巻回される巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））と、
　異なる前記ティースに巻回された前記巻回部同士を、前記一方側で繋ぐ渡り線（Ｂ（Ｋ
，１）～Ｂ（Ｋ－１，Ｋ））と、
　前記渡り線の一端と前記巻回部との間で前記一方側で折り返し端（Ｕ（１）～Ｕ（Ｋ－
１））を呈して繋がる折り返し部（Ｒ（１）～Ｒ（Ｋ－１））と
に区分され、
　前記折り返し端は前記軸についての周方向において一つ置きに共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部とはそれぞれいずれかの前記折り返し端
に接続され、
　各相において、
　第１乃至第Ｋの前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））がこの順に前記周方向に配置され
、
　第１乃至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））が、それぞれ前記第１乃至第Ｋの前
記ティースに集中巻で巻回され、
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記電機子巻線の前記一端（１）から、前記第Ｋ－
１の前記ティース（Ｔ（Ｋ－１））の前記第Ｋの前記ティース（Ｔ（Ｋ））側を経由して
前記軸における他方側に至り、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側
を経由して第Ｋ－１の前記渡り線（Ｂ（Ｋ－１，Ｋ））の一端と繋がり、
　前記第Ｋ－１の前記渡り線の他端は、前記一方側かつ前記第Ｋ－１の前記ティース側の
位置で前記第Ｋの前記巻回部と繋がり、
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記他方側かつ前記第Ｋ－２の前記ティース側の位
置で前記第Ｋ－１の前記巻回部から引き出され、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記他方
側及び前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側を経由して前記電機子巻
線の前記他端（２）に至り、
　第Ｋ－１の前記折り返し部（Ｒ（Ｋ－１））は、前記他方側かつ前記第Ｋの前記ティー
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ス側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部と繋がり、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第
Ｋの前記ティース側を経由して第Ｋ－１の前記折り返し端（Ｕ（Ｋ－１））に至り、更に
前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側を往復して第Ｋ－２の前記渡り
線と繋がり、
　第Ｋの渡り線の一端は前記一方側かつ前記第１の前記ティース側で前記第Ｋの前記巻回
部と繋がり、
　第１の前記折り返し部は前記第１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側において
、前記第Ｋの前記渡り線の他端から前記第１の前記ティースの前記他方側を経由して第１
の前記折り返し端（Ｕ（１））に至り、更に前記第１の前記ティースの前記他方側を経由
して前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第１の前記巻回部と繋がり、
　前記第１の前記折り返し端と前記第２の引き出し部とは共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第Ｋ－１の前記折り返し端とは共通に接続され、
　第１の前記渡り線は前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第１の前記
巻回部と繋がり、
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と、前記第Ｋ－１の前記巻回部の巻回数と、前記
第Ｋの前記巻回部の巻回数は等しく、
　第２ｋ（１≦ｋ＜（Ｋ－１）／２）の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ））は、前記一方側か
つ前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、前記
第２ｋの前記ティースの前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側、前記第２ｋのティースの
前記他方側、前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティース側をこの順に経
由して第２ｋの前記折り返し端（Ｕ（２ｋ））に至り、更に前記第２ｋの前記ティースの
前記第２ｋ－１の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記他方側、前記第２ｋ
の前記ティースの前記第２ｋ＋１の前記ティース側をこの順に経由して、第２ｋ－１の前
記渡り線と繋がり、
　第２ｋ＋１の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ＋１））は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記
ティース側の位置で前記第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、前記第２ｋ＋１の前記ティー
スの前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋ＋
１の前記折り返し端（Ｕ（２ｋ＋１））に至り、更に前記第２ｋ＋１の前記ティースの前
記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋの前記渡
り線と繋がり、
　前記第２ｋの前記渡り線の前記第２ｋ＋１の前記折り返し部と反対側は、前記一方側か
つ前記第２ｋ＋１の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、
　前記第２ｋ＋１の前記渡り線は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記ティース側の位置で
前記第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、
　前記第１の引き出し部と前記第２ｋの前記折り返し端とは共通に接続され、
　前記第２の引き出し部と前記第２ｋ＋１の前記折り返し端とは共通に接続され、
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第２ｋ＋１の前記巻回部の巻回数とは等し
く、
　前記第２ｋの前記巻回部の巻回数は前記第１の前記巻回部の巻回数よりも２少ない電機
子。
【請求項７】
　一方向を軸として環状に配列されるＫ・Ｐ個のティースを備え、相毎にＫ個の前記ティ
ース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））には電機子巻線が分岐せずに敷設される相数Ｐ（Ｐ，Ｋはそ
れぞれ３以上の整数、かつＫは偶数）の電機子であって、
　各相の前記電機子巻線は、
　前記電機子巻線の一端を含み、全ての前記ティースに対して前記軸における一方側に引
き出される第１の引き出し部（Ｄ１）と、
　前記電機子巻線の他端を含み、前記一方側に引き出される第２の引き出し部（Ｄ２）と
、
　前記ティース毎に集中巻で巻回される巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））と、
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　異なる前記ティースに巻回された前記巻回部同士を、前記一方側で繋ぐ渡り線（Ｂ（Ｋ
，１）～Ｂ（Ｋ－１，Ｋ））と、
　前記渡り線の一端と前記巻回部との間で前記一方側で折り返し端（Ｕ（１）～Ｕ（Ｋ－
１））を呈して繋がる折り返し部（Ｒ（１）～Ｒ（Ｋ－１））と
に区分され、
　前記折り返し端は前記軸についての周方向において一つ置きに共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部とはそれぞれいずれかの前記折り返し端
に接続され、
　各相において、
　第１乃至第Ｋの前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））がこの順に前記周方向に配置され
、
　第１乃至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））が、それぞれ前記第１乃至第Ｋの前
記ティースに集中巻で巻回され、
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で
前記第１の前記巻回部から引き出され、前記第１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティー
ス側を経由して前記軸における他方側で折り返して前記電機子巻線の前記一端（１）に至
り、
　第１の前記渡り線（Ｂ（１，２））は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位
置で前記第１の前記巻回部と繋がり、
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側の位置で前記第Ｋの巻回部から引き出さ
れて前記電機子巻線の前記他端（２）に至り、
　第Ｋの前記折り返し部（Ｒ（Ｋ））は、前記一方側かつ前記第１の前記ティース側の位
置で前記第Ｋの前記巻回部と繋がり、前記第Ｋの前記ティースの前記第１の前記ティース
側、前記第Ｋのティースの前記他方側、前記第Ｋの前記ティースの前記第Ｋ－１の前記テ
ィース側をこの順に経由して第Ｋの前記折り返し端（Ｕ（Ｋ））に至り、更に前記第Ｋの
前記ティースの前記第Ｋ－１の前記ティース側、前記第Ｋのティースの前記他方側、前記
第Ｋの前記ティースの前記第１の前記ティース側をこの順に経由して、第Ｋ－１の前記渡
り線と繋がり、
　前記第Ｋ－１の前記渡り線の前記第Ｋの前記折り返し部と反対側は、前記一方側かつ前
記第Ｋ－２の前記ティース側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部と繋がり、
　第２ｋ（１≦ｋ＜Ｋ／２）の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ））は、前記一方側かつ前記第
（２ｋ＋１）の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、前記第２ｋの
前記ティースの前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記
他方側、前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティース側をこの順に経由し
て第２ｋの前記折り返し端（Ｕ（２ｋ））に至り、更に前記第２ｋの前記ティースの前記
第２ｋ－１の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記他方側、前記第２ｋの前
記ティースの前記第２ｋ＋１の前記ティース側をこの順に経由して、第２ｋ－１の前記渡
り線と繋がり、
　第２ｋ＋１の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ＋１））は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記
ティース側の位置で前記第２ｋ＋１の巻回部と繋がり、前記第２ｋ＋１の前記ティースの
前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋ＋１の
前記折り返し端（Ｕ（２ｋ＋１））に至り、更に前記第２ｋ＋１の前記ティースの前記第
２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋの前記渡り線
と繋がり、
　前記第２ｋの前記渡り線の前記第２ｋ＋１の前記折り返し部と反対側は、前記一方側か
つ前記第２ｋ＋１の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、
　第２ｋ＋１の前記渡り線は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記ティース側の位置で前記
第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部と前記第２ｋ＋１の前記折り返し端とは
共通に接続され、
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　前記第２ｋの前記折り返し端と前記第Ｋの前記折り返し端とは共通に接続され、
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第２ｋ＋１の前記巻回部の巻回数とは等し
く、
　前記第Ｋの前記巻回部の巻回数（ｔ）及び前記第２ｋの前記巻回部の巻回数はいずれも
前記第１の前記巻回部の巻回数よりも２少ない電機子。
【請求項８】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第１の前記ティース側の位置で
前記第Ｋの前記巻回部から引き出されて前記電機子巻線の前記他端（２）に至る、請求項
７記載の電機子。
【請求項９】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第Ｋ－１の前記ティース側の位
置で前記第Ｋの前記巻回部から引き出され、前記第Ｋの前記ティースの前記第Ｋ－１の前
記ティース側を経由して前記他方側で折り返して前記電機子巻線の前記他端（２）に至る
、請求項７記載の電機子。
【請求項１０】
　一方向を軸として環状に配列されるＫ・Ｐ個のティースを備え、相毎にＫ個の前記ティ
ース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））には電機子巻線が分岐せずに敷設される相数Ｐ（Ｐ，Ｋはそ
れぞれ３以上の整数、かつＫは偶数）の電機子であって、
　各相の前記電機子巻線は、
　前記電機子巻線の一端を含み、全ての前記ティースに対して前記軸における一方側に引
き出される第１の引き出し部（Ｄ１）と、
　前記電機子巻線の他端を含み、前記一方側に引き出される第２の引き出し部（Ｄ２）と
、
　前記ティース毎に集中巻で巻回される巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））と、
　異なる前記ティースに巻回された前記巻回部同士を、前記一方側で繋ぐ渡り線（Ｂ（Ｋ
，１）～Ｂ（Ｋ－１，Ｋ））と、
　前記渡り線の一端と前記巻回部との間で前記一方側で折り返し端（Ｕ（１）～Ｕ（Ｋ－
１））を呈して繋がる折り返し部（Ｒ（１）～Ｒ（Ｋ－１））と
に区分され、
　前記折り返し端は前記軸についての周方向において一つ置きに共通に接続され、
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部とはそれぞれいずれかの前記折り返し端
に接続され、
　各相において、
　第１乃至第Ｋの前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））がこの順に前記周方向に配置され
、
　第１乃至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））が、それぞれ前記第１乃至第Ｋの前
記ティースに集中巻で巻回され、
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で
前記第１の前記巻回部から引き出され、前記第１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティー
ス側を経由して前記軸における他方側で折り返して前記電機子巻線の前記一端（１）に至
り、
　第１の前記渡り線（Ｂ（１，２））は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位
置で前記第１の前記巻回部と繋がり、
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記他方側かつ前記第Ｋ－１の前記ティース側の位
置で前記第Ｋの前記巻回部から引き出され、前記第Ｋの前記ティースの前記他方側及び前
記第Ｋの前記ティースの前記第１の前記ティース側を経由して前記電機子巻線の前記他端
（２）に至り、
　第Ｋの前記折り返し部（Ｒ（Ｋ））は、前記他方側かつ前記第１の前記ティース側の位
置で前記第Ｋの前記巻回部と繋がり、前記第Ｋの前記ティースの前記他方側、前記第Ｋの
前記ティースの前記第１の前記ティース側をこの順に経由して第Ｋの前記折り返し端（Ｕ
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（Ｋ））に至り、更に前記第Ｋの前記ティースの前記第１の前記ティース側で往復するこ
とで前記他方側を経由し、第Ｋ－１の前記渡り線と繋がり、
　前記第Ｋ－１の前記渡り線の前記第Ｋの前記折り返し部と反対側は、前記一方側かつ前
記第Ｋ－２の前記ティース側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部と繋がり、
　第２ｋ（１≦ｋ＜Ｋ／２）の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ））は、前記一方側かつ前記第
（２ｋ＋１）の前記ティース側の位置で前記第２ｋの巻回部と繋がり、前記第２ｋの前記
ティースの前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側、前記第２ｋのティースの前記他方側、
前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティース側をこの順に経由して第２ｋ
の前記折り返し端（Ｕ（２ｋ））に至り、更に前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－
１の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記他方側、前記第２ｋの前記ティー
スの前記第２ｋ＋１の前記ティース側をこの順に経由して、第２ｋ－１の前記渡り線と繋
がり、
　第２ｋ＋１の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ＋１））は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記
ティース側の位置で前記第２ｋ＋１の巻回部と繋がり、前記第２ｋ＋１の前記ティースの
前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋ＋１の
前記折り返し端（Ｕ（２ｋ＋１））に至り、更に前記第２ｋ＋１の前記ティースの前記第
２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋの前記渡り線
と繋がり、
　前記第２ｋの前記渡り線の前記第２ｋ＋１の前記折り返し部と反対側は、前記一方側か
つ前記第２ｋ＋１の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、
　第２ｋ＋１の前記渡り線は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記ティース側の位置で前記
第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部と前記第２ｋ＋１の前記折り返し端とは
共通に接続され、
　前記第２ｋの前記折り返し端と前記第Ｋの前記折り返し端とは共通に接続され、
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と、前記第２ｋ＋１の前記巻回部の巻回数と、前
記第Ｋの前記巻回部の巻回数とは等しく、
　前記第２ｋの前記巻回部の巻回数は前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）よりも２少な
い電機子。
【請求項１１】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で
前記第２の巻回部から引き出されて前記電機子巻線の前記他端（２）に至る、請求項１記
載の電機子。
【請求項１２】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第１の前記ティース側の位置で
前記第２の前記巻回部から引き出され、前記第２の前記ティースの前記第１の前記ティー
ス側を経由して前記他方側で折り返して前記電機子巻線の前記他端（２）に至る、請求項
１記載の電機子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は電機子に関し、特に電機子巻線が分岐せずに敷設され、且つ集中巻で巻回さ
れる構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　モータにはコイルエンドと通称される部位がある。コイルエンドとは、電機子巻線が、
その巻回されるティースから、モータの回転軸に沿った方向（以下「回転軸方向」と称す
）の端部（以下「回転軸方向端部」と称す）においてはみ出る部分を指す。
【０００３】
　一相当たりの電機子巻線は複数のティースにおいてそれぞれ集中巻で巻回される。電機
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子巻線のうち、ティース毎に巻回された部分（以下「巻回部」と称す）は同相同士で並列
に接続される。電機子巻線のうち、巻回部同士を接続する「渡り線」と通称される部位や
、電機子巻線の両端も、回転軸方向端部の近傍に配置される。電機子巻線の両端は、中性
点に接続したり電流を供給するための一対の引き出し部に含まれる。
【０００４】
　電機子巻線の敷設の便宜のため、一相当たりの電機子巻線が分岐せずに敷設される。こ
の場合の電機子巻線は、回転軸方向端部の近傍に折り返し端を呈して折り返す部位（以下
「折り返し部」と称す）も有する。並列接続された巻回部に電流を供給するためには引き
出し部のみでは足りないからである。
【０００５】
　以上のことを換言すれば、一相当たりで分岐せずに敷設される電機子巻線は、複数の巻
回部、複数の渡り線、複数の折り返し部及び一対の引き出し部に区分される。
【０００６】
　渡り線や引き出し部の敷設など、本願に関連する文献として下記文献を呈示する。
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－１１０８４８号公報
【特許文献２】特開２００５－２２４０３３号公報
【特許文献３】特開２００３－２３０２５７号公報
【特許文献４】特開２００３－１３４７１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　さて、近年、モータの低電圧化が指向されている。これにより、電機子においてティー
スに巻回される電機子巻線の巻回数は減少する傾向にある。そして電機子巻線の巻回数の
減少により、下記の二点の問題点が顕著となる。
【０００９】
　第１の問題点は、回転軸方向におけるモータの寸法に関する。巻回数を変化させる場合
、通常、同一スロットに同等程度の導体の断面積を確保するようにモータ設計する。つま
り巻回数を減らすのに合わせて巻く銅線は太いものを採用する。これはモータの効率を低
下させないためである。その結果、コイルエンド自身の大きさはほとんど変化が無いが、
巻線の太さ寸法や太いことによる渡り線の取り回しにくさのため、コイルエンド周辺に設
置する渡り部分や結線部分は大きくなる傾向にある。よって、巻回数が減少すると渡り線
、引き出し部、結線部分を配置するための空間の大きさは、モータ全体に対する冗長な空
間の割合を増大させてしまう。
【００１０】
　第２の問題点は、電機子巻線が発生する磁束に関する。電機子巻線の巻回数が減少する
と、異なる巻回部における巻回数の差が存在すれば、その差はわずかであっても巻回数の
比は大きくなる。よって巻回数の相違がもたらす磁束のアンバランスが顕著となりやすい
。磁束のアンバランスは発生する電磁力のアンバランスを生み、振動、騒音の発生要因と
なるため、問題となる。例えば特許文献１に開示された技術において集中巻の巻回数を適
宜増減すれば第２の問題点のみを解決できる。しかしそれだけでは第１の問題点を解決す
ることはできない。
【００１１】
　この発明はかかる問題を解決するためになされたもので、回転軸方向の寸法を小さくす
ることを第１の目的とする。また異なるティースにおいて発生する磁束について、相互に
バランスをとることを第２の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この発明にかかる電機子は、一方向を軸として環状に配列されるＫ・Ｐ個のティースを
備え、相毎にＫ個の前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））には電機子巻線が分岐せずに敷
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設される相数Ｐ（Ｐ，Ｋはそれぞれ３以上の整数）の電機子である。
【００１３】
　各相の前記電機子巻線は、前記電機子巻線の一端を含み、全ての前記ティースに対して
前記軸における一方側に引き出される第１の引き出し部（Ｄ１）と、前記電機子巻線の他
端を含み、前記一方側に引き出される第２の引き出し部（Ｄ２）と、前記ティース毎に集
中巻で巻回される巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））と、異なる前記ティースに巻回された前
記巻回部同士を、前記一方側で繋ぐ渡り線（Ｂ（Ｋ，１）～Ｂ（Ｋ－１，Ｋ））と、前記
渡り線の一端と前記巻回部との間で前記一方側で折り返し端（Ｕ（１）～Ｕ（Ｋ－１））
を呈して繋がる折り返し部（Ｒ（１）～Ｒ（Ｋ－１））とに区分される。
【００１４】
　前記折り返し端は前記軸についての周方向において一つ置きに共通に接続され、前記第
１引き出し部と前記第２引き出し部とはそれぞれいずれかの前記折り返し端に接続される
。
【００１５】
　この発明にかかる電機子の第１の態様では、前記Ｋは３である。各相において、第１乃
至第３の前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（３））がこの順に前記周方向に配置され、第１乃
至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（３））が、それぞれ前記第１乃至第３の前記ティー
スに集中巻で巻回される。
【００１６】
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記電機子巻線の前記一端（１）から前記第２の前
記ティース（Ｔ（２））の前記第１の前記ティース（Ｔ（１））側、前記第２の前記ティ
ースの前記軸における他方側、前記第２のティースの前記第３の前記ティース（Ｔ（３）
）側をこの順に経由して第２の前記渡り線（Ｂ（２，３））の一端と繋がる。
【００１７】
　前記第２の前記渡り線の他端は、前記一方側かつ前記第２の前記ティース側の位置で前
記第３の前記巻回部と繋がる。
【００１８】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側の位置で前記第２の前記巻回部から引き
出されて前記電機子巻線の前記他端（２）に至る。
【００１９】
　第２の前記折り返し部（Ｒ（２））は、前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位
置で前記第２の前記巻回部と繋がり、前記第２の前記ティースの前記第３の前記ティース
側、前記第２の前記ティースの前記他方側、前記第２の前記ティースの前記第１の前記テ
ィース側をこの順に経由して第２の前記折り返し端（Ｕ（２））に至り、更に前記第２の
前記ティースの前記第１の前記ティース側、前記第２の前記ティースの前記他方側、前記
第２の前記ティースの前記第３の前記ティース側をこの順に経由して、第１の前記渡り線
と繋がる。
【００２０】
　第３の前記渡り線の一端は前記一方側かつ前記第１の前記ティース側で前記第３の前記
巻回部と繋がる。
【００２１】
　第１の前記折り返し部は前記第１の前記ティースの前記第３の前記ティース側において
、前記第３の前記渡り線の他端から前記第１の前記ティースの前記他方側を経由して第１
の前記折り返し端（Ｕ（１））に至り、更に前記第１の前記ティースの前記他方側を経由
して前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第１の前記巻回部と繋がる。
【００２２】
　前記第１の前記折り返し端と前記第２の引き出し部とは共通に接続される。前記第１の
引き出し部と前記第２の前記折り返し端とは共通に接続される。
【００２３】
　前記第１の前記渡り線は前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第１の
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前記巻回部と繋がる。
【００２４】
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第３の前記巻回部の巻回数とは等しく、前
記第２の前記巻回部の巻回数（ｓ）は前記第１の前記巻回部の巻回数よりも３少ない。
　この発明にかかる電機子の第２の態様では、前記Ｋは５以上の奇数である。各相におい
て、第１乃至第Ｋの前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））がこの順に前記周方向に配置さ
れ、第１乃至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））が、それぞれ前記第１乃至第Ｋの
前記ティースに集中巻で巻回される。前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記電機子巻線
の前記一端（１）から前記第Ｋ－１の前記ティース（Ｔ（Ｋ－１））の前記第Ｋ－２の前
記ティース（Ｔ（Ｋ－２））側、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記軸における他方側、
前記第Ｋ－１のティースの前記第Ｋの前記ティース（Ｔ（Ｋ））側をこの順に経由して第
Ｋ－１の前記渡り線（Ｂ（Ｋ－１，Ｋ））の一端と繋がる。
　前記第Ｋ－１の前記渡り線の他端は、前記一方側かつ前記第Ｋ－１の前記ティース側の
位置で前記第Ｋの前記巻回部と繋がる。
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部から
引き出されて前記電機子巻線の前記他端（２）に至る。
　第Ｋ－１の前記折り返し部（Ｒ（Ｋ－１））は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティー
ス側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部と繋がり、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第
Ｋの前記ティース側、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記他方側、前記第Ｋ－１の前記テ
ィースの前記第Ｋ－２の前記ティース側をこの順に経由して第Ｋ－１の前記折り返し端（
Ｕ（Ｋ－１））に至り、更に前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋ－２の前記ティース
側、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記他方側、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋ
の前記ティース側をこの順に経由して、第Ｋ－２の前記渡り線と繋がる。
　第Ｋの前記渡り線の一端は前記一方側かつ前記第１の前記ティース側で前記第Ｋの前記
巻回部と繋がる。
　第１の前記折り返し部は前記第１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側において
、前記第Ｋの前記渡り線の他端から前記第１の前記ティースの前記他方側を経由して第１
の前記折り返し端（Ｕ（１））に至り、更に前記第１の前記ティースの前記他方側を経由
して前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第１の前記巻回部と繋がる。
　前記第１の前記折り返し端と前記第２の引き出し部とは共通に接続される。前記第１の
引き出し部と前記第Ｋ－１の前記折り返し端とは共通に接続される。
　第１の前記渡り線は前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第１の前記
巻回部と繋がる。
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第Ｋの前記巻回部の巻回数とは等しく、前
記第Ｋ－１の前記巻回部の巻回数（ｓ）は前記第１の前記巻回部の巻回数よりも３少ない
。
　第２ｋ（１≦ｋ＜（Ｋ－１）／２）の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ））は、前記一方側か
つ前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、前記
第２ｋの前記ティースの前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側、前記第２ｋのティースの
前記他方側、前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティース側をこの順に経
由して第２ｋの前記折り返し端（Ｕ（２ｋ））に至り、更に前記第２ｋの前記ティースの
前記第２ｋ－１の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記他方側、前記第２ｋ
の前記ティースの前記第２ｋ＋１の前記ティース側をこの順に経由して、第２ｋ－１の前
記渡り線と繋がる。
　第２ｋ＋１の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ＋１））は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記
ティース側の位置で前記第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、前記第２ｋ＋１の前記ティー
スの前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋ＋
１の前記折り返し端（Ｕ（２ｋ＋１））に至り、更に前記第２ｋ＋１の前記ティースの前
記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋの前記渡
り線と繋がる。
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　前記第２ｋの前記渡り線の前記第２ｋ＋１の前記折り返し部と反対側は、前記一方側か
つ前記第２ｋ＋１の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がる。
　第２ｋ＋１の前記渡り線は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記ティース側の位置で前記
第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がる。
　前記第１の引き出し部と前記第２ｋの前記折り返し端とは共通に接続される。
　前記第２の引き出し部と前記第２ｋ＋１の前記折り返し端とは共通に接続される。
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第２ｋ＋１の前記巻回部の巻回数とは等し
い。
　前記第２ｋの前記巻回部の巻回数は前記第１の前記巻回部の巻回数よりも２少ない。
【００２５】
　この発明にかかる電機子の第３の態様は、その第２の態様であって、前記第２の引き出
し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第Ｋ－１の前記
巻回部から引き出されて前記電機子巻線の他端（２）に至る。
【００２６】
　この発明にかかる電機子の第４の態様は、その第２の態様であって、前記第２の引き出
し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第Ｋ－２の前記ティース側の位置で前記第Ｋ－１の
前記巻回部から引き出され、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋ－２の前記ティース
側を経由して前記他方側で折り返して前記電機子巻線の前記他端（２）に至る。
【００２７】
　この発明にかかる電機子の第５の態様では、前記Ｋは３である。
【００２８】
　各相において、第１乃至第３の前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（３））がこの順に前記周
方向に配置され、第１乃至第３の前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（３））が、それぞれ前記第
１乃至第３の前記ティースに集中巻で巻回される。
【００２９】
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記電機子巻線の前記一端（１）から、前記第２の
前記ティース（Ｔ（２））の前記第３の前記ティース（Ｔ（３））側を経由して前記軸に
おける他方側に至り、前記第２のティースの前記第３の前記ティース側を経由して第２の
前記渡り線（Ｂ（２，３））の一端と繋がる。
【００３０】
　前記第２の前記渡り線の他端は、前記一方側かつ前記第２の前記ティース側の位置で前
記第Ｋの前記巻回部と繋がる。
【００３１】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記他方側かつ前記第１の前記ティース側の位置で
前記第２の前記巻回部から引き出され、前記第２の前記ティースの前記他方側及び前記第
２の前記ティースの前記第３の前記ティース側を経由して前記電機子巻線の前記他端（２
）に至る。
【００３２】
　第２の前記折り返し部（Ｒ（２））は、前記他方側かつ前記第３の前記ティース側の位
置で前記第２の前記巻回部と繋がり、前記第２の前記ティースの前記第３の前記ティース
側を経由して第２の前記折り返し端（Ｕ（Ｋ－１））に至り、更に前記第Ｋ－１の前記テ
ィースの前記第Ｋの前記ティース側を往復して第１の前記渡り線と繋がる。
【００３３】
　第３の前記渡り線の一端は前記一方側かつ前記第１の前記ティース側で前記第３の前記
巻回部と繋がる。
【００３４】
　第１の前記折り返し部は前記第１の前記ティースの前記第３の前記ティース側において
、前記第３の前記渡り線の他端から前記第１の前記ティースの前記他方側を経由して第１
の前記折り返し端（Ｕ（１））に至り、更に前記第１の前記ティースの前記他方側を経由
して前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第１の前記巻回部と繋がる。
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【００３５】
　前記第１の前記折り返し端と前記第２の引き出し部とは共通に接続され、前記第１の引
き出し部と前記第２の前記折り返し端とは共通に接続される。
【００３６】
　前記第１の前記渡り線は前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第１の
前記巻回部と繋がる。
【００３７】
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と、前記第２の前記巻回部の巻回数と、前記第３
の前記巻回部の巻回数は等しい。
【００３８】
　この発明にかかる電機子の第６の態様では、前記Ｋは５以上である。
　各相において、第１乃至第Ｋの前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））がこの順に前記周
方向に配置され、第１乃至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））が、それぞれ前記第
１乃至第Ｋの前記ティースに集中巻で巻回される。
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記電機子巻線の前記一端（１）から、前記第Ｋ－
１の前記ティース（Ｔ（Ｋ－１））の前記第Ｋの前記ティース（Ｔ（Ｋ））側を経由して
前記軸における他方側に至り、前記第Ｋ－１のティースの前記第Ｋの前記ティース側を経
由して第Ｋ－１の前記渡り線（Ｂ（Ｋ－１，Ｋ））の一端と繋がる。
　前記第Ｋ－１の前記渡り線の他端は、前記一方側かつ前記第Ｋ－１の前記ティース側の
位置で前記第Ｋの前記巻回部と繋がる。
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記他方側かつ前記第Ｋ－２の前記ティース側の位
置で前記第Ｋ－１の前記巻回部から引き出され、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記他方
側及び前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側を経由して前記電機子巻
線の前記他端（２）に至る。
　第Ｋ－１の前記折り返し部（Ｒ（Ｋ－１））は、前記他方側かつ前記第Ｋの前記ティー
ス側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部と繋がり、前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第
Ｋの前記ティース側を経由して第Ｋ－１の前記折り返し端（Ｕ（Ｋ－１））に至り、更に
前記第Ｋ－１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側を往復して第Ｋ－２の前記渡り
線と繋がる。
　第Ｋの前記渡り線の一端は前記一方側かつ前記第１の前記ティース側で前記第Ｋの前記
巻回部と繋がる。
　第１の前記折り返し部は前記第１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティース側において
、前記第Ｋの前記渡り線の他端から前記第１の前記ティースの前記他方側を経由して第１
の前記折り返し端（Ｕ（１））に至り、更に前記第１の前記ティースの前記他方側を経由
して前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第１の前記巻回部と繋がる。
　前記第１の前記折り返し端と前記第２の引き出し部とは共通に接続され、前記第１の引
き出し部と前記第Ｋ－１の前記折り返し端とは共通に接続される。
　第１の前記渡り線は前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で前記第１の前記
巻回部と繋がる。
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と、前記第Ｋ－１の前記巻回部の巻回数と、前記
第Ｋの前記巻回部の巻回数は等しい。
【００３９】
　第２ｋ（１≦ｋ＜（Ｋ－１）／２）の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ））は、前記一方側か
つ前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がる。
【００４０】
　そして前記第２ｋの前記ティースの前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側、前記第２ｋ
の前記ティースの前記他方側、前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティー
ス側をこの順に経由して第２ｋの前記折り返し端（Ｕ（２ｋ））に至り、更に前記第２ｋ
の前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記他
方側、前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ＋１の前記ティース側をこの順に経由して
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、前記第２ｋ－１の前記渡り線と繋がる。
【００４１】
　第２ｋ＋１の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ＋１））は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記
ティース側の位置で前記第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、前記第２ｋ＋１の前記ティー
スの前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、前記第２
ｋ＋１の前記折り返し端（Ｕ（２ｋ＋１））に至り、更に前記第２ｋ＋１の前記ティース
の前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、前記第２ｋ
の前記渡り線と繋がる。
【００４２】
　前記第２ｋの前記渡り線の前記第２ｋ＋１の前記折り返し部と反対側は、前記一方側か
つ前記第２ｋ＋１の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がる。
【００４３】
　前記第２ｋ＋１の前記渡り線は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記ティース側の位置で
前記第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がる。
【００４４】
　前記第１の引き出し部と前記第２ｋの前記折り返し端とは共通に接続される。前記第２
の引き出し部と前記第２ｋ＋１の前記折り返し端とは共通に接続される。
【００４５】
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第２ｋ＋１の前記巻回部の巻回数とは等し
く、前記第２ｋの前記巻回部の巻回数は前記第１の前記巻回部の巻回数よりも２少ない。
【００４６】
　この発明にかかる電機子の第７の態様では、前記Ｋは偶数である。
【００４７】
　各相において、第１乃至第Ｋの前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））がこの順に前記周
方向に配置され、第１乃至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））が、それぞれ前記第
１乃至第Ｋの前記ティースに集中巻で巻回される。
【００４８】
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で
前記第１の前記巻回部から引き出され、前記第１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティー
ス側を経由して前記軸における他方側で折り返して前記電機子巻線の前記一端（１）に至
る。
【００４９】
　第１の前記渡り線（Ｂ（１，２））は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位
置で前記第１の前記巻回部と繋がる。
【００５０】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記一方側の位置で前記第Ｋの前記巻回部から引き
出されて前記電機子巻線の他端（２）に至る。
【００５１】
　第Ｋの前記折り返し部（Ｒ（Ｋ））は、前記一方側かつ前記第１のティース側の位置で
前記第Ｋの前記巻回部と繋がり、前記第Ｋの前記ティースの前記第１の前記ティース側、
前記第Ｋのティースの前記他方側、前記第Ｋの前記ティースの前記第Ｋ－１の前記ティー
ス側をこの順に経由して第Ｋの前記折り返し端（Ｕ（Ｋ））に至り、更に前記第Ｋの前記
ティースの前記第Ｋ－１の前記ティース側、前記第Ｋのティースの前記他方側、前記第Ｋ
の前記ティースの前記第１の前記ティース側をこの順に経由して、第Ｋ－１の前記渡り線
と繋がる。
【００５２】
　前記第Ｋ－１の前記渡り線の前記第Ｋの前記折り返し部と反対側は、前記一方側かつ前
記第Ｋ－２の前記ティース側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部と繋がる。
【００５３】
　第２ｋ（１≦ｋ＜Ｋ／２）の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ））は、前記一方側かつ前記第
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（２ｋ＋１）の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、前記第２ｋの
前記ティースの前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側、前記第２ｋのティースの前記他方
側、前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティース側をこの順に経由して第
２ｋの前記折り返し端（Ｕ（２ｋ））に至り、更に前記第２ｋの前記ティースの前記第２
ｋ－１の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記他方側、前記第２ｋの前記テ
ィースの前記第２ｋ＋１の前記ティース側をこの順に経由して、第２ｋ－１の前記渡り線
と繋がる。
【００５４】
　第２ｋ＋１の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ＋１））は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記
ティース側の位置で前記第２ｋ＋１の巻回部と繋がり、前記第２ｋ＋１の前記ティースの
前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋ＋１の
前記折り返し端（Ｕ（２ｋ＋１））に至り、更に前記第２ｋ＋１の前記ティースの前記第
２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、前記第２ｋの前記渡
り線と繋がる。
【００５５】
　前記第２ｋの前記渡り線の前記第２ｋ＋１の前記折り返し部と反対側は、前記一方側か
つ前記第２ｋ＋１の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がる。
【００５６】
　第２ｋ＋１の前記渡り線は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記ティース側の位置で前記
第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がる。
【００５７】
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部と前記第２ｋ＋１の折り返し端とは共通
に接続され、前記第２ｋの折り返し端と前記第Ｋの折り返し端とは共通に接続される。
【００５８】
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と前記第２ｋ＋１の前記巻回部の巻回数とは等し
く、前記第Ｋの前記巻回部の巻回数（ｔ）及び前記第２ｋの前記巻回部の巻回数はいずれ
も前記第１の前記巻回部の巻回数よりも２少ない。
【００５９】
　この発明にかかる電機子の第８の態様は、その第７の態様であって、前記第２の引き出
し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第１の前記ティース側の位置で前記第Ｋの巻回部か
ら引き出されて前記電機子巻線の前記他端（２）に至る。
【００６０】
　この発明にかかる電機子の第９の態様は、その第７の態様であって、前記第２の引き出
し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第Ｋ－１の前記ティース側の位置で前記第Ｋの前記
巻回部から引き出され、前記第Ｋの前記ティースの前記第Ｋ－１の前記ティース側を経由
して前記他方側で折り返して前記電機子巻線の前記他端（２）に至る。
【００６１】
　この発明にかかる電機子の第１０の態様では、前記Ｋは偶数である。
【００６２】
　各相において、第１乃至第Ｋの前記ティース（Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ））がこの順に前記周
方向に配置され、第１乃至第Ｋの前記巻回部（Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ））が、それぞれ前記第
１乃至第Ｋの前記ティースに集中巻で巻回される。
【００６３】
　前記第１の引き出し部（Ｄ１）は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側の位置で
前記第１の前記巻回部から引き出され、前記第１の前記ティースの前記第Ｋの前記ティー
ス側を経由して前記軸における他方側で折り返して前記電機子巻線の前記一端（１）に至
る。
【００６４】
　前記第１の前記渡り線（Ｂ（１，２））は、前記一方側かつ前記第Ｋの前記ティース側
の位置で前記第１の前記巻回部と繋がる。
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【００６５】
　前記第２の引き出し部（Ｄ２）は、前記他方側かつ前記第Ｋ－１の前記ティース側の位
置で前記第Ｋの巻回部から引き出され、前記第Ｋのティースの前記他方側及び前記第Ｋの
前記ティースの前記第１の前記ティース側を経由して前記電機子巻線の前記他端（２）に
至る。
【００６６】
　第Ｋの前記折り返し部（Ｒ（Ｋ））は、前記他方側かつ前記第１の前記ティース側の位
置で前記第Ｋの前記巻回部と繋がり、前記第Ｋの前記ティースの前記他方側、前記第Ｋの
前記ティースの前記第１の前記ティース側をこの順に経由して前記第Ｋの前記折り返し端
（Ｕ（Ｋ））に至り、更に前記第Ｋの前記ティースの前記第１の前記ティース側で往復す
ることで前記他方側を経由し、第Ｋ－１の前記渡り線と繋がる。
【００６７】
　前記第Ｋ－１の前記渡り線の前記第Ｋの前記折り返し部と反対側は、前記一方側かつ前
記第Ｋ－２の前記ティース側の位置で前記第Ｋ－１の前記巻回部と繋がる。
【００６８】
　第２ｋ（１≦ｋ＜Ｋ／２）の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ））は、前記一方側かつ前記第
（２ｋ＋１）の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がり、前記第２ｋの
前記ティースの前記第（２ｋ＋１）の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記
他方側、前記第２ｋの前記ティースの前記第２ｋ－１の前記ティース側をこの順に経由し
て第２ｋの前記折り返し端（Ｕ（２ｋ））に至り、更に前記第２ｋの前記ティースの前記
第２ｋ－１の前記ティース側、前記第２ｋの前記ティースの前記他方側、前記第２ｋの前
記ティースの前記第２ｋ＋１の前記ティース側をこの順に経由して、前記第２ｋ－１の前
記渡り線と繋がる。
【００６９】
　第２ｋ＋１の前記折り返し部（Ｒ（２ｋ＋１））は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記
ティース側の位置で前記第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がり、前記第２ｋ＋１の前記ティー
スの前記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋ＋
１の前記折り返し端（Ｕ（２ｋ＋１））に至り、更に前記第２ｋ＋１の前記ティースの前
記第２ｋの前記ティース側において往復することで前記他方側を経由し、第２ｋの前記渡
り線と繋がる。
【００７０】
　前記第２ｋの前記渡り線の前記第２ｋ＋１の前記折り返し部と反対側は、前記一方側か
つ前記第２ｋ＋１の前記ティース側の位置で前記第２ｋの前記巻回部と繋がる。
【００７１】
　第２ｋ＋１の前記渡り線は、前記一方側かつ前記第２ｋの前記ティース側の位置で前記
第２ｋ＋１の前記巻回部と繋がる。
【００７２】
　前記第１の引き出し部と前記第２の引き出し部と前記第２ｋ＋１の前記折り返し端とは
共通に接続され、前記第２ｋの前記折り返し端と前記第Ｋの前記折り返し端とは共通に接
続される。
【００７３】
　前記第１の前記巻回部の巻回数（ｍ）と、前記第２ｋ＋１の前記巻回部の巻回数と、前
記第Ｋの前記巻回部の巻回数とは等しい。前記第２ｋの前記巻回部の巻回数は前記第１の
前記巻回部の巻回数（ｍ）よりも２少ない。
　この発明にかかる電機子の第１１の態様は、その第１の態様であって、前記第２の引き
出し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第３の前記ティース側の位置で前記第２の前記巻
回部から引き出されて前記電機子巻線の他端（２）に至る。
　この発明にかかる電機子の第１２の態様は、その第１の態様であって、前記第２の引き
出し部（Ｄ２）は、前記一方側かつ前記第１の前記ティース側の位置で前記第２の前記巻
回部から引き出され、前記第２の前記ティースの前記第１の前記ティース側を経由して前
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記他方側で折り返して前記電機子巻線の前記他端（２）に至る。
【発明の効果】
【００７４】
　この発明にかかる電機子によれば、各相において、巻回部同士が第１の引き出し部と第
２の引き出し部との間で並列に接続される電機子巻線が連続して敷設される。しかも第１
の引き出し部と、第２の引き出し部と、渡り線と、折り返し端とが、全てのティースに対
して軸における一方側に配置されるので、軸方向の寸法を小さくすることができる。
【００７５】
　この発明にかかる電機子の第１の態様によれば、各相の電機子巻線は、第１の引き出し
部から、第２の渡り線、第３の巻回部、第３の渡り線、第１の折り返し部、第１の巻回部
、第１の渡り線、第２の折り返し部、第２の巻回部、をこの順に経由して第２の引き出し
部へと連続して敷設される。各相の電機子巻線は、あるいは上記の経路と逆の経路で連続
して敷設される。
【００７６】
　第３のティース側に位置する前記第１の巻回部に流れる電流は、第１のティース側に位
置する前記第３の巻回部に流れる電流と向きが逆になる。第２のティース側に位置する前
記第３の巻回部に流れる電流は、第３のティース側に位置する前記第２の巻回部に流れる
電流と向きが逆になる。よって第１乃至第３の巻回部に流れる電流は相互に同じ向きの周
回電流となる。
【００７７】
　第１の折り返し部は一方側から第１の巻回部に繋がるが、他方側を経由して二往復する
。よって第１の折り返し部を他方側において係止して固定でき、しかも第１の折り返し部
に流れる電機子電流の効果が相殺される。よって第１の折り返し部に流れる電流は、第１
の巻回部の巻回数に実質的な影響を与えない。
【００７８】
　第２の折り返し部は、第２のティースの他方側を経由して、第２のティースの周囲で往
復する。よって第２の折り返し部は第２のティースによって、その他方側が固定される。
しかも第２の折り返し端から電流が流出入するので、第２の巻回部の巻回数を実質的に２
だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【００７９】
　第１の引き出し部は、第２のティースの他方側を経由して、第２のティースの第１のテ
ィース側と第３のティース側とを通る。よって第１の引き出し部は第２のティースによっ
て、その他方側が固定される。しかも第１の引き出し部においては、第２の折り返し端か
ら見て同じ方向に電流が流出入するので、第２の巻回部の巻回数を実質的に更に１だけ増
加させるのと同じ効果を与える。
【００８０】
　このようにして第２の折り返し部と第１の引き出し部に流れる電流は、第２の巻回部の
巻回数を実質的に３だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【００８１】
　従って、第１の引き出し部と、第２の引き出し部と、渡り線と、折り返し端とを一方側
に配置しつつ、かつこれらの固定を容易にし、更に第１乃至第３のティースに発生する磁
束は相互にバランスがとれたものとなる。
【００８２】
　この発明にかかる電機子の第３の態様によれば、第Ｋ－１のティースの周囲での磁界の
バランスが良好となる。
【００８３】
　この発明にかかる電機子の第４の態様によれば、第２の引き出し部を第Ｋ－２のティー
ス側の位置で第Ｋ－１の巻回部から引き出す場合であっても、第２の引き出し部を他方側
において係止して固定でき、しかも第２の引き出し部に流れる電機子電流の効果が相殺さ
れる。
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【００８４】
　この発明にかかる電機子の第５の態様によれば、各相の電機子巻線は、第１の引き出し
部から、第２の渡り線、第３の巻回部、第３の渡り線、第１の折り返し部、第１の巻回部
、第１の渡り線、第２の折り返し部、第２の巻回部、をこの順に経由して第２の引き出し
部へと連続して敷設される。各相の電機子巻線は、あるいは上記の経路と逆の経路で連続
して敷設される。
【００８５】
　第３のティース側に位置する前記第１の巻回部に流れる電流は、第１のティース側に位
置する前記第３の巻回部に流れる電流と向きが逆になる。第２のティース側に位置する前
記第３の巻回部に流れる電流は、第３のティース側に位置する前記第２の巻回部に流れる
電流と向きが逆になる。よって第１乃至第３の巻回部に流れる電流は相互に同じ向きの周
回電流となる。
【００８６】
　第１の折り返し部は一方側から第１の巻回部に繋がるが、他方側を経由して二往復する
。よって第１の折り返し部を他方側において係止して固定でき、しかも第１の折り返し部
に流れる電機子電流の効果が相殺される。よって第１の折り返し部に流れる電流は、第１
の巻回部の巻回数に実質的な影響を与えない。
【００８７】
　第２の折り返し部は、第２のティースの第３のティース側で一方側から他方側へ一往復
半している。よって第２の折り返し部は他方側において係止して固定できる。第２の折り
返し端から電流が流出入するため、第２の折り返し部は第２の巻回部の巻回数を０．５だ
け減らす効果がある。しかし第２の引き出し部に流れる電流は、第２の巻回部の巻回数を
０．５だけ増やす効果があるので、第２の巻回部の巻回数に実質的な影響を与えない。
【００８８】
　第１の引き出し部は、第２のティースの第３のティース側を一方側から他方側へと往復
する。よって第１の引き出し部は他方側において係止して固定できる。しかも第１の引き
出し部に流れる電流は、第２の巻回部の巻回数に実質的な影響を与えない。
【００８９】
　従って、第１の引き出し部と、第２の引き出し部と、渡り線と、折り返し端とを一方側
に配置しつつ、かつこれらの固定を容易にし、更に第１乃至第３のティースに発生する磁
束は相互にバランスがとれたものとなる。
【００９０】
　この発明にかかる電機子の第６の態様によれば、第２ｋの折り返し部は、第２ｋのティ
ースの他方側を経由して、第２ｋのティースの周囲で往復する。よって第２ｋの折り返し
部は第２ｋのティースによって、その他方側が固定される。しかも第２ｋの折り返し端か
ら電流が流出入するので、第２ｋの巻回部の巻回数を実質的に２だけ増加させるのと同じ
効果を与える。
【００９１】
　第２ｋ＋１の折り返し部は、第２ｋ＋１の巻回部の第２ｋのティース側で往復するが、
第２ｋ＋１の巻回部の一方側から引き出され、かつ一方側に配置された第２ｋの渡り線と
繋がる。よって第２ｋ＋１の折り返し部は他方側において係止して固定できる。しかも第
２ｋ＋１の折り返し部に流れる電流は、第２ｋ＋１の巻回部の巻回数に実質的な影響を与
えない。
【００９２】
　この発明にかかる電機子の第７の態様によれば、各相の電機子巻線は、第１の引き出し
部から、第１の巻回部、第１の渡り線、第２ｋ－１の渡り線、第２ｋの折り返し部、第２
ｋの巻回部、第２ｋの渡り線、第２ｋ＋１の折り返し部、第２ｋ＋１の巻回部、第２ｋ＋
１の渡り線、第Ｋ－１の渡り線、第Ｋの折り返し部、第Ｋの巻回部、をこの順に経由して
第２の引き出し部へと連続して敷設される。各相の電機子巻線は、あるいは上記の経路と
逆の経路で連続して敷設される。
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【００９３】
　第２のティース側に位置する前記第１の巻回部に流れる電流と、第１のティース側に位
置する前記第Ｋの巻回部に流れる電流と、第２ｋ＋１のティース側に位置する前記第２ｋ
の巻回部に流れる電流とは、いずれも、第２ｋのティース側に位置する前記第２ｋ＋１の
巻回部に流れる電流と向きが逆になる。よって第１乃至第Ｋの巻回部に流れる電流は相互
に同じ向きの周回電流となる。
【００９４】
　第１の引き出し部が第１の巻回部から一方側に引き出されるが、他方側を経由して往復
する。よって第１の引き出し部を他方側において係止して固定でき、しかも第１の引き出
し部に流れる電機子電流の効果が相殺される。よって第１の引き出し部に流れる電流は、
第１の巻回部の巻回数に実質的な影響を与えない。
【００９５】
　第２ｋの折り返し部は、第２ｋのティースの他方側を経由して、第２ｋのティースの周
囲で往復する。よって第２ｋの折り返し部は第２ｋのティースによって、その他方側が固
定される。しかも第２ｋの折り返し端から電流が流出入するので、第２ｋの巻回部の巻回
数を実質的に２だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【００９６】
　第２ｋ＋１の折り返し部は、第２ｋ＋１の巻回部の一方側と、一方側に配置された第２
ｋの渡り線との間で繋がり、第２ｋ＋１の巻回部の第２ｋのティース側で二往復している
。よって第２ｋ＋１の折り返し部は他方側において係止して固定できる。しかも第２ｋ＋
１の折り返し部に流れる電流は、第２ｋ＋１の巻回部の巻回数に実質的な影響を与えない
。
【００９７】
　第Ｋの折り返し部は、第Ｋのティースの他方側を経由して、第Ｋのティースの周囲で往
復する。よって第Ｋの折り返し部は第Ｋのティースによって、その他方側が固定される。
しかも第Ｋの折り返し端から電流が流出入するので、第Ｋの巻回部の巻回数を実質的に２
だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【００９８】
　従って、第１の引き出し部と、第２の引き出し部と、渡り線と、折り返し端とを一方側
に配置しつつ、かつこれらの固定を容易にし、更に第１乃至第Ｋのティースに発生する磁
束は相互にバランスがとれたものとなる。
【００９９】
　この発明にかかる電機子の第８の態様によれば、第Ｋのティースの周囲での磁界のバラ
ンスが良好となる。
【０１００】
　この発明にかかる電機子の第９の態様によれば、第２の引き出し部を第Ｋ－１のティー
ス側の位置で第Ｋの巻回部から引き出す場合であっても、第２の引き出し部を他方側にお
いて係止して固定でき、しかも第２の引き出し部に流れる電機子電流の効果が相殺される
。
【０１０１】
　この発明にかかる電機子の第１０の態様によれば、各相の電機子巻線は、第１の引き出
し部から、第１の巻回部、第１の渡り線、第２ｋ－１の渡り線、第２ｋの折り返し部、第
２ｋの巻回部、第２ｋの渡り線、第２ｋ＋１の折り返し部、第２ｋ＋１の巻回部、第２ｋ
＋１の渡り線、第Ｋ－１の渡り線、第Ｋの折り返し部、第Ｋの巻回部、をこの順に経由し
て第２の引き出し部へと連続して敷設される。各相の電機子巻線は、あるいは上記の経路
と逆の経路で連続して敷設される。
【０１０２】
　第２のティース側に位置する前記第１の巻回部に流れる電流と、第１のティース側に位
置する前記第Ｋの巻回部に流れる電流と、第２ｋ＋１のティース側に位置する前記第２ｋ
の巻回部に流れる電流とは、いずれも、第２ｋのティース側に位置する前記第２ｋ＋１の
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巻回部に流れる電流と向きが逆になる。よって第１乃至第Ｋの巻回部に流れる電流は相互
に同じ向きの周回電流となる。
【０１０３】
　第１の引き出し部が第１の巻回部から一方側に引き出されるが、他方側を経由して往復
する。よって第１の引き出し部を他方側において係止して固定でき、しかも第１の引き出
し部に流れる電機子電流の効果が相殺される。よって第１の引き出し部に流れる電流は、
第１の巻回部の巻回数に実質的な影響を与えない。
【０１０４】
　第２ｋの折り返し部は、第２ｋのティースの他方側を経由して、第２ｋのティースの周
囲で往復する。よって第２ｋの折り返し部は第２ｋのティースによって、その他方側が固
定される。しかも第２ｋの折り返し端から電流が流出入するので、第２ｋの巻回部の巻回
数を実質的に２だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【０１０５】
　第２ｋ＋１の折り返し部は、第２ｋ＋１の巻回部の一方側と、一方側に配置された第２
ｋの渡り線との間で繋がり、第２ｋ＋１の巻回部の第２ｋのティース側で二往復している
。よって第２ｋ＋１の折り返し部は他方側において係止して固定できる。しかも第２ｋ＋
１の折り返し部に流れる電流は、第２ｋ＋１の巻回部の巻回数に実質的な影響を与えない
。
【０１０６】
　第Ｋの折り返し部は、第Ｋのティースの他方側を経由して、第Ｋのティースの第１のテ
ィース側を往復する。よって第Ｋの折り返し部を他方側において係止して固定できる。し
かも第Ｋの折り返し端から電流が流出入し、第Ｋの折り返し端から見た電流の流れは、第
２の引き出し部から見た電流の流れと、方向が反対であるので、第Ｋの巻回部の巻回数に
実質的な影響を与えない。
【０１０７】
　従って、第１の引き出し部と、第２の引き出し部と、渡り線と、折り返し端とを一方側
に配置しつつ、かつこれらの固定を容易にし、更に第１乃至第Ｋのティースに発生する磁
束は相互にバランスがとれたものとなる。
　この発明にかかる電機子の第１１の態様によれば、第２のティースの周囲での磁界のバ
ランスが良好となる。
　この発明にかかる電機子の第１２の態様によれば、第２の引き出し部を第１のティース
側の位置で第２の巻回部から引き出す場合であっても、第２の引き出し部を他方側におい
て係止して固定でき、しかも第２の引き出し部に流れる電機子電流の効果が相殺される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１０８】
　渡り線を回転軸方向端部において配置する方法や、そのための構成は公知であるので、
ここではその詳細は割愛する。かかる方法や構成は例えば上記の特許文献１～４に紹介さ
れている。また引き出し部や折り返し部に相当する部位についても、例えば特許文献１～
４において紹介されているので詳細は割愛する。以下、簡単な説明を行う。
【０１０９】
　図１３は電機子巻線が敷設される対象を簡単に示す概念図である。電機子１は巻回部が
巻回されるティースＴを備えており、回転軸方向を軸として周方向に環状に配列される。
ティースＴは周方向において回転軸とは反対側でヨークＹによって連結される。図１３で
は、回転軸からヨークＹへと見て周方向に電機子を展開して示しているため、周方向が横
方向として、回転軸方向が縦方向として、それぞれ現れている。
【０１１０】
　電機子１にはそのティースに対して回転軸方向における一方側（以下、単に「一方側」
と称す：全図において上側として現れる）の端部に電気絶縁性のボビン２１が、ティース
に対して回転軸方向における他方側（以下、単に「他方側」と称す：全図において下側と
して現れる）の端部に電気絶縁性のボビン２２が、それぞれ設けられる。ボビン２１には
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ティースＴとは反対側に開口する凹部３１が設けられている。ボビン２２にはティースＴ
とは反対側に開口する凹部３２が設けられている。
【０１１１】
　凹部３１，３２は電機子巻線を係止し、これを屈曲又は折り返す機能を果たす。当該機
能を果たす突起を、凹部３１，３２に代替して設けてもよい。
【０１１２】
　これまで、一相当たりの電機子巻線が分岐せずに敷設される場合、ボビン２１，２２の
いずれか一方のみにおいて、渡り線を配置し、引き出し部や折り返し部を取り出す構成は
開示されていなかった。しかし本願では、詳細には後述するが、ボビン２１には渡り線が
配置され、引き出し部や折り返し部がボビン２１側から取り出される。他方、ボビン２２
にはその凹部３２において電機子巻線がティースＴ同士の間を往復するために係止される
に過ぎない。よってボビン２２はボビン２１よりも短く、回転軸方向の寸法を小さくする
ことができる。
【０１１３】
　凹部３１，３２は、いずれも周方向においてティースＴと若干位置がずれている。電機
子巻線は他方側から一方側へとティースＴ同士の間を経由し、凹部３１に係止され、渡り
線として周方向のいずれか（図１３において右側もしくは左側）へ屈曲して周方向に延在
する。
【０１１４】
　凹部３２は対を成して設けられる。引き出し部あるいは折り返し部が凹部３２に係止さ
れて折り返し、ティースＴ同士の間を往復する。但し、折り返し部が呈する折り返し端は
一方側にのみ現れ、凹部３２に現れない。これについても詳細は後述する。
【０１１５】
　図１３に示された凹部３１，３２の全てに電機子巻線が係止されるとは限らない。よっ
て図１３で例示したように全てのティースＴに対応して凹部３１，３２を設ける必要はな
い。凹部３１，３２が必要な箇所は、下記の実施の形態において具体的に説明される。
【０１１６】
　以下、第１乃至第３の実施の形態ではティースの個数が奇数個である場合について、第
４乃至第６の実施の形態ではティースの個数が偶数個である場合について、それぞれ説明
する。但し、以下の条件が第１乃至第６の実施の形態で共通する。
【０１１７】
　即ち、相数をＰとし、一相当たりのティースの数をＫとする。ここでＰ，Ｋはそれぞれ
３以上の整数である。よって電機子に設けられたティースの総数はＫ・Ｐ個である。これ
らのティースが回転軸の周囲に環状に配列される。但し図示の繁雑を避けるため、一相当
たりの電機子巻線についての構成を示す。よって各実施の形態で示される図面では、同相
の電機子巻線が巻回されるＫ個のティースＴ（１）～Ｔ（Ｋ）のみが描かれている。ティ
ースＴ（１）～Ｔ（Ｋ）は周方向にこの順に配置されている。
【０１１８】
　他の相のティースは、描かれたティース同士の間であって電機子巻線が敷設されていな
い位置に設けられる。例えば三相のモータを例に採れば、Ｕ相のティース、Ｖ相のティー
ス、Ｗ相のティースが、この順に循環して周方向に配置される。他の相の電機子巻線につ
いても下記の実施の形態で説明される電機子巻線と同様の構成が採用される。
【０１１９】
　電機子巻線は相毎に分岐せずに連続して敷設される。そして各相の電機子巻線の両端は
、一対の引き出し部に含まれる。
【０１２０】
　なお、各実施の形態で説明される種々の方向や向きに対して鏡像反転を施して得られる
構成も、当然にそれぞれの実施の形態に含まれる。
【０１２１】
　第１の実施の形態．
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　図１はこの発明の第１の実施の形態にかかる電機子の構成を示す模式図である。主とし
て電機子巻線が敷設される構成を示すため、回転軸からヨークＹへと見て周方向に電機子
を展開して示している。よって周方向が横方向として、回転軸方向が縦方向として、それ
ぞれ現れている。周方向に展開するための切断箇所は、図の左端及び右端に相当する。
【０１２２】
　当該電機子においても図１３に示されたボビン２１，２２が設けられるが、図示の繁雑
を避けるため、ここでは省略している。
【０１２３】
　引き出し部Ｄ１は電機子巻線の一端１を含み、全てのティースＴ（１）～Ｔ（Ｋ）に対
して一方側（図１の上側）に引き出される。引き出し部Ｄ２は電機子巻線の他端２を含み
、全てのティースＴ（１）～Ｔ（Ｋ）に対して一方側に引き出される。
【０１２４】
　各相の電機子巻線は、巻回部Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ）と、渡り線Ｂ（Ｋ，１）～Ｂ（Ｋ－１
，Ｋ）と、折り返し部Ｒ（１）～Ｒ（Ｋ－１）とに区分される。
【０１２５】
　巻回部Ｃ（ｊ）（ｊは２≦ｊ≦Ｋ－１を満足する整数）はティースＴ（ｊ）毎に集中巻
で巻回される。また巻回部Ｃ（１），Ｃ（Ｋ）はそれぞれティースＴ（１），Ｔ（Ｋ）に
集中巻で巻回される。
【０１２６】
　渡り線Ｂ（ｊ，ｊ＋１）は巻回部Ｃ（ｊ），Ｃ（ｊ＋１）同士を一方側で繋ぐ。渡り線
Ｂ（Ｋ，１）は巻回部Ｃ（Ｋ），Ｃ（１）同士を一方側で繋ぐ。渡り線Ｂ（１，２）は巻
回部Ｃ（１），Ｃ（２）同士を一方側で繋ぐ。
【０１２７】
　折り返し部Ｒ（ｊ）は、渡り線Ｂ（ｊ－１，ｊ）の一端と巻回部Ｃ（ｊ）との間で、一
方側で折り返し端Ｕ（ｊ）を呈して繋がる。折り返し部Ｒ（１）は、渡り線Ｂ（Ｋ，１）
の一端と巻回部Ｃ（１）との間で、一方側へと折り返し端Ｕ（１）を呈して繋がる。
【０１２８】
　Ｋ＝３の場合、構造ＣＣは存在せず、渡り線Ｂ（１，２）は渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１
）と一致する。またＫ＞３の場合、構造ＣＣにおいてｋは１≦ｋ＜（Ｋ－１）／２となる
整数である。例えばＫ＝５であればｋ＝１であり、２ｋ＝２，２ｋ＋１＝３となる。また
Ｋ＝７であればｋ＝１，２という複数の値を採り得る。この場合、構造ＣＣは渡り線Ｂ（
１，２）と渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１）との間で直列に接続されて複数存在することにな
る。
【０１２９】
　図１において矢印は電機子巻線を敷設する方向を示す。ここでは引き出し部Ｄ１から引
き出し部Ｄ２へと分岐することなく連続して電機子巻線を敷設する場合を示す。敷設する
方向は引き出し部Ｄ２から引き出し部Ｄ１へ向かう方向であっても構わない。
【０１３０】
　電機子巻線は分岐することなく連続して敷設されるのであるから、電機子巻線の各部分
のうち隣接する一対、例えば渡り線と折り返し部、渡り線と巻回部、巻回部と折り返し部
、引き出し部と巻回部、引き出し部と折り返し部は繋がっている。これは他の実施の形態
についても同様である。
【０１３１】
　以下、既に敷設されているルートを辿る表現で、電機子巻線を敷設する方向を説明する
。図１において電機子巻線が辿る方向は矢印で示されている。電機子巻線の一端１は、テ
ィースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ－２）側で、一方側に配置される。ティースＴ（Ｋ
－２）は図１では構造ＣＣのうちでティースＴ（Ｋ－１）に最も近いティースＴ（２ｋ＋
１）として示されている。但しＫ＝３であれば上述のように構造ＣＣは省略されるので、
ティースＴ（Ｋ－２）にはティースＴ（１）が相当する。
【０１３２】
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　電機子巻線は一端１からティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ－２）側を一方側から
他方側へと進み、ティースＴ（Ｋ－１）の第１の角で屈曲して、ティースＴ（Ｋ－１）の
他方側へ進む。ここでティースＴ（Ｋ－１）の第１の角とは、ティースＴ（Ｋ－１）のテ
ィースＴ（Ｋ－２）側かつ他方側の角である。そして電機子巻線はティースＴ（Ｋ－１）
の第２の角で屈曲して、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側を他方側から一方側
へと進む。ここでティースＴ（Ｋ－１）の第２の角とは、ティースＴ（Ｋ－１）のティー
スＴ（Ｋ）側かつ他方側の角である。
【０１３３】
　上述のようにして一方側に達した電機子巻線は、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（
Ｋ）側かつ一方側にある凹部３１（図１３参照）に係止され、ティースＴ（Ｋ）側へと周
方向に屈曲する。この屈曲前の電機子巻線は引き出し部Ｄ１として把握される。この屈曲
後の電機子巻線は渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）を形成する。換言すれば引き出し部Ｄ１が上述
の経路を通って渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）の一端と繋がる。
【０１３４】
　電機子巻線は渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）を形成しつつ、ティースＴ（Ｋ）のティースＴ（
Ｋ－１）側かつ一方側にある凹部３１に係止されて屈曲し、ティースＴ（Ｋ）のティース
Ｔ（Ｋ－１）側を一方側から他方側へと進む。この屈曲前の電機子巻線までが渡り線Ｂ（
Ｋ－１，Ｋ）として把握され、この屈曲後の電機子巻線は巻回部Ｃ（Ｋ）として把握され
る。つまり渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）の他端が巻回部Ｃ（Ｋ）と繋がる。
【０１３５】
　電機子巻線はティースＴ（Ｋ）のティースＴ（Ｋ－１）側且つ一方側（図１ではティー
スＴ（Ｋ）の左上）を巻き始めとしてティースＴ（Ｋ）に反時計回りでｍ回巻回され、巻
回部Ｃ（Ｋ）を形成する。電機子巻線はティースＴ（Ｋ）をそのティースＴ（１）側且つ
一方側（図１ではティースＴ（Ｋ）の右上）から離れ、ティースＴ（Ｋ）のティースＴ（
１）側かつ一方側にある凹部３１に係止されて周方向に屈曲し、渡り線Ｂ（Ｋ，１）を形
成する。つまり渡り線Ｂ（Ｋ，１）は巻回部Ｃ（Ｋ）と繋がる。
【０１３６】
　なお、巻回部Ｃ（Ｋ）は厳密には、ティースＴ（Ｋ）の一方側を（ｍ－１）回しか通過
していない。しかしながら通常、周方向に配置されるティースはその回転軸方向の両端に
おいて周方向の寸法は小さい。よってティースに巻回される電機子巻線のうち、一方側や
他方側に存在する部分が発生する磁束は無視してよい。よってここでは巻回部Ｃ（Ｋ）の
巻回数を上述のようにｍ回とする。
【０１３７】
　電機子巻線は渡り線Ｂ（Ｋ，１）を形成しつつ周方向に向かい、ティースＴ（１）のテ
ィースＴ（Ｋ）側かつ一方側にある凹部３１に係止されて屈曲し、ティースＴ（１）のテ
ィースＴ（Ｋ）側を一方側から他方側へと進む。この屈曲前の電機子巻線までが渡り線Ｂ
（Ｋ，１）として把握され、この屈曲後の電機子巻線は後述する巻回部Ｃ（１）迄が折り
返し部Ｒ（１）として把握される。つまり渡り線Ｂ（Ｋ，１）が折り返し部Ｒ（１）と繋
がる。
【０１３８】
　電機子巻線は以下のように進んで折り返し部Ｒ（１）を形成する。即ち、ティースＴ（
１）のティースＴ（Ｋ）側を二往復する。具体的には電機子巻線は、ティースＴ（１）の
ティースＴ（Ｋ）側かつ一方側にある凹部３１に係止されて屈曲した後、ティースＴ（１
）のティースＴ（Ｋ）側を一方側から他方側へと進み、ティースＴ（１）のティースＴ（
Ｋ）側かつ他方側にある一対の凹部３２（図１３参照）に係止されて折り返し、ティース
Ｔ（１）のティースＴ（Ｋ）側を他方側から一方側へと進む。
【０１３９】
　その後、一方側において折り返し端Ｕ（１）を呈して再びティースＴ（１）のティース
Ｔ（Ｋ）側を一方側から他方側へと進み、前述の一対の凹部３２に係止されて折り返し、
ティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）側を他方側から一方側へと進む。折り返し端Ｕ（１
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）は凹部３１に係止される必要はない。別途、公知の方法によって一方側に引き出せるか
らである。
【０１４０】
　電機子巻線はその後、ティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）側且つ一方側（図１ではテ
ィースＴ（１）の左上）を巻き始めとしてティースＴ（１）に時計回りでｍ回巻回され、
巻回部Ｃ（１）を形成する。つまり折り返し部Ｒ（１）はティースＴ（１）のティースＴ
（Ｋ）側且つ一方側で巻回部Ｃ（１）と繋がる。電機子巻線はティースＴ（１）をそのテ
ィースＴ（Ｋ）側且つ一方側から離れ、ティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）側かつ一方
側の凹部３１に係止されて屈曲する。この屈曲により、これ以降は電機子巻線が渡り線Ｂ
（１，２）を形成する。つまり渡り線Ｂ（１，２）と巻回部Ｃ（１）とは、ティースＴ（
Ｋ）側かつ一方側で繋がる。
【０１４１】
　その後、構造ＣＣを経由した電機子巻線は、渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１）を形成しつつ
周方向に進み、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側かつ一方側にある凹部３１に
係止されて屈曲した後、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側を一方側から他方側
へと進む。この屈曲後の電機子巻線は後述する巻回部Ｃ（Ｋ－１）迄が折り返し部Ｒ（Ｋ
－１）として把握される。つまり渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１）が折り返し部Ｒ（Ｋ－１）
と繋がる。
【０１４２】
　電機子巻線は以下のように進んで折り返し部Ｒ（Ｋ－１）を形成する。即ち、電機子巻
線はティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側、ティースＴ（Ｋ－１）の他方側を経由
し（途中で第２の角、第１の角で屈曲する）、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ－
２）側を他方側から一方側へと進む。その後、電機子巻線は一方側において折り返し端Ｕ
（Ｋ－１）を呈してティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ－２）側を一方側から他方側
へと進む。電機子巻線は再びティースＴ（Ｋ－１）の他方側を経由する（途中で第１の角
、第２の角で屈曲する）。
【０１４３】
　その後、電機子巻線はティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側且つ一方側（図１で
はティースＴ（Ｋ－１）の右上）を巻き始めとしてティースＴ（Ｋ－１）に反時計回りで
ｓ回巻回され、巻回部Ｃ（Ｋ－１）を形成する。つまり巻回部Ｃ（Ｋ－１）は、Ｔ（Ｋ－
１）のティースＴ（Ｋ）側且つ一方側で折り返し部Ｒ（Ｋ－１）と繋がる。電機子巻線は
ティースＴ（Ｋ－１）をそのティースＴ（Ｋ）側且つ一方側から離れ、引き出し部Ｄ２と
なって一方側に引き出され、他端２に至る。
【０１４４】
　次に構造ＣＣにおける電機子巻線の敷設について説明する。なお、上述のように構造Ｃ
Ｃは複数が直列に接続されることがある。但し、最もティースＴ（１）に近い巻回部Ｃ（
２ｋ）に繋がる渡り線Ｂ（２ｋ－１，２ｋ）は、渡り線Ｂ（１，２）と一致する。
【０１４５】
　電機子巻線は渡り線Ｂ（２ｋ－１，２ｋ）を形成しつつ周方向に配置され、ティースＴ
（２ｋ）のティースＴ（２ｋ＋１）側かつ一方側にある凹部３１に係止されて屈曲した後
、以下のように進んで折り返し部Ｒ（２ｋ）を形成する。即ち、電機子巻線はティースＴ
（２ｋ）のティースＴ（２ｋ＋１）側、ティースＴ（２ｋ）の他方側を経由し、ティース
Ｔ（２ｋ）のティースＴ（２ｋ－１）側（ティースＴ（２ｋ＋１）と反対側）を他方側か
ら一方側へと進む。
【０１４６】
　その後、電機子巻線は一方側において折り返し端Ｕ（２ｋ）を呈してティースＴ（２ｋ
）のティースＴ（２ｋ－１）側を一方側から他方側へと進む。電機子巻線は再びティース
Ｔ（２ｋ）の他方側を経由し、ティースＴ（２ｋ）のティースＴ（２ｋ＋１）側を他方側
から一方側へと進む。
【０１４７】
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　その後、電機子巻線はティースＴ（２ｋ）のティースＴ（２ｋ＋１）側かつ一方側（図
１ではティースＴ（２ｋ）の右上）を巻き始めとしてティースＴ（２ｋ）に反時計回りで
ｔ回巻回され、巻回部Ｃ（２ｋ）を形成する。電機子巻線はティースＴ（２ｋ）をそのテ
ィースＴ（２ｋ＋１）側かつ一方側から離れ、ティースＴ（２ｋ）のティースＴ（２ｋ＋
１）側かつ一方側にある凹部３１に係止されて屈曲した後、渡り線Ｂ（２ｋ，２ｋ＋１）
を形成する。
【０１４８】
　電機子巻線は渡り線Ｂ（２ｋ，２ｋ＋１）を形成した後、ティースＴ（２ｋ＋１）のテ
ィースＴ（２ｋ）側かつ一方側にある凹部３１に係止されて屈曲し、以下のように進んで
折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）を形成する。即ち、電機子巻線はティースＴ（２ｋ＋１）のテ
ィースＴ（２ｋ）側において二往復する。具体的には電機子巻線がまず一方側から他方側
に向かい、ティースＴ（２ｋ＋１）のティースＴ（２ｋ）側かつ他方側にある一対の凹部
３２に係止されて折り返し、他方側から一方側へと向かう。電機子巻線がこのように他方
側を経由し、一方側において折り返し端Ｕ（２ｋ＋１）に至る。電機子巻線は更に一方側
から他方側に向かい、上述の凹部３２に係止されて折り返し、他方側から一方側へと向か
う。
【０１４９】
　このようにして電機子巻線は、折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）を形成した後、ティースＴ（
２ｋ＋１）のティースＴ（２ｋ）側かつ一方側（図１ではティースＴ（２ｋ＋１）の左上
）を巻き始めとしてティースＴ（２ｋ＋１）に時計回りでｍ回巻回され、巻回部Ｃ（２ｋ
＋１）を形成する。つまり折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）は巻回部Ｃ（２ｋ＋１）と、一方側
かつティースＴ（２ｋ）側の位置で繋がる。
【０１５０】
　電機子巻線はティースＴ（２ｋ＋１）をそのティースＴ（２ｋ）側かつ一方側から離れ
、ティースＴ（２ｋ＋１）のティースＴ（２ｋ）側かつ一方側にある凹部３１に係止され
て周方向に屈曲し、渡り線Ｂ（２ｋ＋１，２ｋ＋２）を形成する。
【０１５１】
　このような電機子巻線の敷設を簡単に言えば、電機子巻線は構造ＣＣが無い場合には次
の経路を順に、あるいは逆に辿って敷設されることになる：引き出し部Ｄ１、渡り線Ｂ（
Ｋ－１，Ｋ）、巻回部Ｃ（Ｋ）、渡り線Ｂ（Ｋ，１）、折り返し部Ｒ（１）、巻回部Ｃ（
１）、渡り線Ｂ（１，２）、渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１）、折り返し部Ｒ（Ｋ－１）、巻
回部Ｃ（Ｋ－１）、引き出し部Ｄ２。
【０１５２】
　図２は図１に示された電機子巻線に流れる電流の方向を矢印で示す模式図である。折り
返し端Ｕ（Ｋ－１），Ｕ（２ｋ）及び引き出し部Ｄ１が接続線１０で相互に接続される。
折り返し端Ｕ（１），Ｕ（２ｋ＋１）及び引き出し部Ｄ２が接続線２０で相互に接続され
る。ここでは接続線２０が中性点に接続されるものとし、接続線１０から電流が流れ込む
場合を例示している。
【０１５３】
　折り返し部は周方向において一つ置きに接続され、引き出し部Ｄ１，Ｄ２はそれぞれい
ずれかの折り返し部に接続されることになり、引き出し部Ｄ１，Ｄ２間で並列に接続され
る電機子巻線が連続して敷設されることになる。
【０１５４】
　このように電機子巻線が構成されることにより、各相において、巻回部同士が引き出し
部Ｄ１と引き出し部Ｄ２との間で並列に接続される電機子巻線が連続して敷設される。し
かも引き出し部Ｄ１と、引き出し部Ｄ２と、渡り線と、折り返し端とが、全てのティース
に対して軸における一方側に配置されるので、軸方向の寸法を小さくすることができる。
【０１５５】
　接続線１０から電流が流れ込むことにより、引き出し部Ｄ１から渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ
）を経由して巻回部Ｃ（Ｋ）に電流が流れ、更に折り返し端Ｕ（１）を介して接続線２０
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へと電流が流れ出す。
【０１５６】
　接続線１０から電流が流れ込むことにより、折り返し端Ｕ（Ｋ－１）から折り返し部Ｒ
（Ｋ－１）を経由して巻回部Ｃ（Ｋ－１）に電流が流れ、更に引き出し部Ｄ２を介して接
続線２０へと電流が流れ出す。また折り返し端Ｕ（Ｋ－１）から折り返し部Ｒ（Ｋ－１）
及び渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１）、Ｂ（２ｋ＋１，２ｋ＋２）を経由して巻回部Ｃ（２ｋ
＋１）に電流が流れ、更に折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）、折り返し端Ｕ（２ｋ＋１）を介し
て接続線２０へと電流が流れ出す。
【０１５７】
　接続線１０から電流が流れ込むことにより、折り返し端Ｕ（２ｋ）から折り返し部Ｒ（
２ｋ）を経由して巻回部Ｃ（２ｋ）に電流が流れ、更に渡り線Ｂ（２ｋ，２ｋ＋１）、折
り返し部Ｒ（２ｋ＋１）、折り返し端Ｕ（２ｋ＋１）を介して接続線２０へと電流が流れ
出す。また折り返し端Ｕ（２ｋ）から折り返し部Ｒ（２ｋ）及び渡り線Ｂ（２ｋ－１，２
ｋ）、Ｂ（１，２）を経由して巻回部Ｃ（１）に電流が流れ、更に折り返し部Ｒ（１）、
折り返し端Ｕ（１）を介して接続線２０へと電流が流れ出す。
【０１５８】
　電機子巻線が敷設される方向と関係なく、折り返し端からその属する折り返し部を見た
場合には電流の流入または電流の流出のいずれか一方のみが生じるので、いずれの巻回部
においてもその周回電流の方向は等しい。図２では周回電流の方向が反時計回りとなる場
合が例示されている。
【０１５９】
　より具体的には以下のようになる。ティースＴ（Ｋ）側に位置する巻回部Ｃ（１）に流
れる電流は、ティースＴ（１）側に位置する巻回部Ｃ（Ｋ）に流れる電流と向きが逆にな
る。ティースＴ（Ｋ－１）の側に位置する巻回部Ｃ（Ｋ）に流れる電流は、ティースＴ（
Ｋ）側に位置する巻回部Ｃ（Ｋ－１）に流れる電流と向きが逆になる。
【０１６０】
　構造ＣＣが存在する場合には、ティースＴ（２ｋ＋１）側に位置する巻回部Ｃ（２ｋ）
に流れる電流は、ティースＴ（２ｋ）側に位置する巻回部Ｃ（２ｋ＋１）に流れる電流と
向きが逆になる。またティースＴ（２ｋ＋１）と反対側に位置する巻回部Ｃ（２ｋ）に流
れる電流は、また構造ＣＣ側に位置する巻回部Ｃ（１）に流れる電流と向きが逆になる。
よって巻回部Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ）に流れる電流は相互に同じ向きの周回電流となる。
【０１６１】
　折り返し部Ｒ（１）は一方側から巻回部Ｃ（１）に繋がるが、他方側を経由して二往復
する。よって折り返し部Ｒ（１）を他方側において凹部３２によって係止して固定でき、
しかも折り返し部Ｒ（１）に流れる電機子電流の効果が相殺される。よって折り返し部Ｒ
（１）に流れる電流は、巻回部Ｃ（１）の巻回数に実質的な影響を与えない。
【０１６２】
　折り返し部Ｒ（Ｋ－１）は、ティースＴ（Ｋ－１）の他方側を経由して、ティースＴ（
Ｋ－１）の周囲で往復する。よって折り返し部Ｒ（Ｋ－１）はティースＴ（Ｋ－１）によ
って、その他方側が固定される。しかも折り返し端Ｕ（Ｋ－１）から電流が流入するので
、折り返し部Ｒ（Ｋ－１）は巻回部Ｃ（Ｋ－１）の巻回数を実質的に２だけ増加させるの
と同じ効果を与える。
【０１６３】
　引き出し部Ｄ１は、ティースＴ（Ｋ－１）の他方側を経由して、ティースＴ（Ｋ－１）
のティースＴ（Ｋ－２）側とティースＴ（Ｋ）の側とを通る。よって引き出し部Ｄ１はテ
ィースＴ（Ｋ－１）によって、その他方側が固定される。しかも引き出し部Ｄ１は、折り
返し端Ｕ（Ｋ－１）から見て同じ方向に電流が流入するので、巻回部Ｃ（Ｋ－１）の巻回
数を実質的に更に１だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【０１６４】
　このようにして折り返し部Ｒ（Ｋ－１）と引き出し部Ｄ１に流れる電流は、巻回部Ｃ（



(28) JP 4952481 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

Ｋ－１）の巻回数を実質的に３だけ増加させるのと同じ効果を与える。よって１＜ｓ＝ｍ
－３に設定することにより、ティースＴ（１）～Ｔ（Ｋ）に発生する磁束は相互にバラン
スがとれたものとなる。
【０１６５】
　更に、構造ＣＣについてみれば、折り返し部Ｒ（２ｋ）は、ティースＴ（２ｋ）の他方
側を経由して、ティースＴ（２ｋ）の周囲で往復する。よって折り返し部Ｒ（２ｋ）はテ
ィースＴ（２ｋ）によって、その他方側が固定される。しかも折り返し端Ｕ（２ｋ）から
電流が流入するので、折り返し部Ｒ（２ｋ）は巻回部Ｃ（２ｋ）の巻回数を実質的に２だ
け増加させるのと同じ効果を与える。
【０１６６】
　折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）は、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）のティースＴ（２ｋ）側で往復す
るが、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）の一方側から引き出され、かつ一方側に配置された渡り線Ｂ
（２ｋ）と繋がる。よって折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）は他方側において凹部３２に係止し
て固定できる。しかも折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）に流れる電流は、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）
の巻回数に実質的な影響を与えない。よって１＜ｔ＝ｍ－２に設定することにより、構造
ＣＣが存在する場合であっても、全てのティースに発生する磁束は相互にバランスがとれ
たものとなる。
【０１６７】
　第２の実施の形態．
　図３はこの発明の第２の実施の形態にかかる電機子の構成の一部を示す模式図である。
図１と同様に、電機子巻線が巻回される方向が矢印で示されている。
【０１６８】
　第２の実施の形態は第１の実施の形態に対してティースＴ（Ｋ－１）の周囲に配置され
る電機子巻線のみが相違するので、その他の部分の構成は省略している。即ち、渡り線Ｂ
（１，２）に接続される巻回部（１）や、巻回部Ｃ（１）に接続される折り返し部Ｒ（１
）の他、渡り線Ｂ（Ｋ，１）、巻回部Ｃ（Ｋ）、構造ＣＣの内部が省略されている。
【０１６９】
　第２の実施の形態は、第１の実施の形態と比較して、引き出し部Ｄ２を形成する電機子
巻線の敷設が相違する。既に敷設されているルートを辿る表現で電機子巻線を敷設する方
向を説明する。本実施の形態において電機子巻線は、その敷設の際、巻回部Ｃ（Ｋ－１）
を形成した後、ティースＴ（Ｋ－１）からそのティースＴ（Ｋ－２）（構造ＣＣが存在す
る場合には最もティースＴ（Ｋ－１）に近いティースＴ（２ｋ＋１）が相当する。構造Ｃ
Ｃが存在しない場合にはティースＴ（１）が相当する）側且つ一方側から離れ、ティース
Ｔ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ－２）側を一方側から他方側に進み、凹部３２に係止され
て折り返し、一方側へと進んで他端２に至る。
【０１７０】
　図４は図３に示された電機子巻線に対して電流が流れる方向を示す模式図である。図２
と同様に、折り返し端Ｕ（Ｋ－１）と一端１とは接続線１０に、他端２は接続線２０に接
続され、電流が流れる方向が矢印で示されている。第１の実施の形態と比較すると、巻回
部Ｃ（Ｋ－１）から他端２へと引き出し部Ｄ２を電流が流れる際、当該電流はティースＴ
（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ－２）側を一往復する。
【０１７１】
　本実施の形態によれば、引き出し部Ｄ２をティースＴ（Ｋ－２）側の位置で巻回部Ｃ（
Ｋ－１）から引き出す場合であっても、引き出し部Ｄ２を他方側において凹部３２で係止
して固定できる。しかも引き出し部Ｄ２に流れる電機子電流の効果は相殺されるので、第
１の実施の形態と同様にして磁束のバランスが得られる。
【０１７２】
　もちろん、第１の実施の形態と同様に、引き出し部Ｄ１，Ｄ２と、渡り線と、折り返し
端とが、全てのティースに対して軸における一方側に配置されるので、回転軸方向の寸法
を小さくすることができる。
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【０１７３】
　第３の実施の形態．
　図５はこの発明の第３の実施の形態にかかる電機子の構成の一部を示す模式図である。
図１と同様に、電機子巻線が巻回される方向が矢印で示されている。
【０１７４】
　第３の実施の形態は第１の実施の形態に対してティースＴ（Ｋ－１）の周囲に配置され
る電機子巻線のみが相違するので、その他の部分の構成は省略している。即ち、図３と同
様の省略が採用されている。
【０１７５】
　第３の実施の形態は、第１の実施の形態と比較して、引き出し部Ｄ１，Ｄ２及び折り返
し部Ｒ（Ｋ－１）を全てティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側に配置した点で相違
している。以下、既に敷設されているルートを辿る表現で電機子巻線を敷設する方向を説
明する。
【０１７６】
　本実施の形態において電機子巻線は、その配置の際、渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１）を形
成した後、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側かつ一方側に設けられた凹部３１
で屈曲し、一方側から他方側へと向かって折り返し部Ｒ（Ｋ－１）を形成し始める。つま
り折り返し部Ｒ（Ｋ－１）は渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１）と、ティースＴ（Ｋ－１）のテ
ィースＴ（Ｋ）側かつ一方側で繋がる。
【０１７７】
　折り返し部Ｒ（Ｋ－１）は、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側かつ他方側に
設けられた凹部３２に係止されて折り返し、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側
を他方側から一方側へと進む。そして一方側で折り返し端Ｕ（Ｋ－１）に至り、再びティ
ースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側を一方側から他方側へと進む。そして上記の凹部
３２に係止されて折り返し、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側且つ他方側（図
５においてティースＴ（Ｋ－１）の右下）を巻初めとして巻回部Ｃ（Ｋ－１）を形成する
。つまり折り返し部Ｒ（Ｋ－１）はティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側且つ一方
側で巻回部Ｃ（Ｋ－１）と繋がる。巻回部Ｃ（Ｋ－１）は反時計回りでｍ回巻回される。
【０１７８】
　電機子巻線は、ティースＴ（Ｋ－１）をそのティースＴ（Ｋ－２）側かつ他方側（図５
においてティースＴ（Ｋ－１）の左下）から離れ、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（
Ｋ－２）側かつ他方側に設けられた凹部３２に係止されて周方向に屈曲し、ティースＴ（
Ｋ－１）の他方側を進む。更に電機子巻線は、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）
側かつ他方側に設けられた凹部３２に係止されて屈曲し、ティースＴ（Ｋ－１）のティー
スＴ（Ｋ）側を他方側から一方側へと進んで引き出し部Ｄ２を構成し、一方側の他端２に
至る。
【０１７９】
　厳密には巻回部Ｃ（Ｋ－１）は、ティースＴ（Ｋ－１）の他方側を（ｍ－１）回しか通
過していない。しかしながら巻回部Ｃ（Ｋ）の巻回数と同様に考え（第１の実施の形態参
照）、巻回部Ｃ（Ｋ－１）の巻回数も上述のようにｍ回とする。
【０１８０】
　また電機子巻線の一端１から渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）に至るまでの引き出し部Ｄ１の敷
設は、第１の実施の形態ではティースＴ（Ｋ－１）の他方側を経由していたが、第３の実
施の形態ではティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側かつ他方側に設けられた凹部３
２に係止されて折り返している。
【０１８１】
　このような電機子巻線の敷設を簡単に言えば、電機子巻線は構造ＣＣが無い場合には次
の経路を順に、あるいは逆に辿って敷設されることになる（図１をも参照）：引き出し部
Ｄ１、渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）、巻回部Ｃ（Ｋ）、渡り線Ｂ（Ｋ，１）、折り返し部Ｒ（
１）、巻回部Ｃ（１）、渡り線Ｂ（１，２）、渡り線Ｂ（Ｋ－２，Ｋ－１）、折り返し部
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Ｒ（Ｋ－１）、巻回部Ｃ（Ｋ－１）、引き出し部Ｄ２。
【０１８２】
　図６は図５に示された電機子巻線に対して電流が流れる方向を示す模式図である。図２
と同様に、折り返し端Ｕ（Ｋ－１）と一端１とは接続線１０に、他端２は接続線２０に接
続され、電流が流れる方向が矢印で示されている。第１の実施の形態と比較すると、引き
出し部Ｄ１，Ｄ２及び折り返し部Ｒ（Ｋ－１）に流れる電流同士はその効果を相殺する。
よって巻回部Ｃ（Ｋ－１）の巻回数をｍ回とすることで、第１の実施の形態と同様にして
磁束のバランスが得られる。
【０１８３】
　より具体的には、折り返し部Ｒ（Ｋ－１）は、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ
）の側で一方側から他方側へ一往復半している。よって折り返し部Ｒ（Ｋ－１）は他方側
において凹部３２で係止して固定できる。折り返し端Ｕ（Ｋ－１）から電流が流入するた
め、折り返し部Ｒ（Ｋ－１）は巻回部Ｃ（Ｋ－１）の巻回数を０．５だけ減らす効果があ
る。しかし引き出し部Ｄ２に流れる電流は、巻回部Ｃ（Ｋ－１）の巻回数を０．５だけ増
やす効果があるので、巻回部Ｃ（Ｋ－１）の巻回数に実質的な影響を与えない。
【０１８４】
　引き出し部Ｄ１は、ティースＴ（Ｋ－１）のティースＴ（Ｋ）側を一方側から他方側へ
と往復する。よって引き出し部Ｄ１は他方側において凹部３２で係止して固定できる。し
かも引き出し部Ｄ１に流れる電流は、巻回部Ｃ（Ｋ－１）の巻回数に実質的な影響を与え
ない。
【０１８５】
　従って、引き出し部Ｄ１，Ｄ２と、渡り線と、折り返し端とを一方側に配置しつつ、か
つこれらの固定を容易にし、更に全てのティースに発生する磁束は相互にバランスがとれ
たものとなる。
【０１８６】
　もちろん、第１の実施の形態と同様に、引き出し部Ｄ１，Ｄ２と、渡り線と、折り返し
端とが、全てのティースに対して軸における一方側に配置されるので、回転軸方向の寸法
を小さくすることができる。
【０１８７】
　第４の実施の形態．
　図７はこの発明の第４の実施の形態にかかる電機子の構成を示す模式図である。図１と
同様にして展開された図であり、電機子巻線が巻回される方向が矢印で示されている。こ
こでは引き出し部Ｄ１から引き出し部Ｄ２へと分岐することなく連続して電機子巻線を巻
回する場合を示す。巻回する方向は引き出し部Ｄ２から引き出し部Ｄ１へ向かう方向であ
っても構わない。
【０１８８】
　引き出し部Ｄ１は電機子巻線の一端１を含み、全てのティースＴ（１）～Ｔ（Ｋ）に対
して一方側（図７の上側）に引き出される。引き出し部Ｄ２は電機子巻線の他端２を含み
、全てのティースＴ（１）～Ｔ（Ｋ）に対して一方側に引き出される。
【０１８９】
　各相の電機子巻線は、巻回部Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ）と、渡り線Ｂ（Ｋ，１）～Ｂ（Ｋ－１
，Ｋ）と、折り返し部Ｒ（１）～Ｒ（Ｋ－１）とに区分される。Ｋは３以上の偶数である
ので、構造ＣＣは必ず存在する。但し構造ＣＣ自体の構成は既に第１の実施の形態で説明
したので、ここでは繰り返さない。
【０１９０】
　本実施の形態においてはｋは１≦ｋ＜Ｋ／２となる。例えばＫ＝４であればｋ＝１であ
り、２ｋ＝２，２ｋ＋１＝３となる。またＫ＝６であればｋ＝１，２という複数の値を採
り得る。この場合、構造ＣＣは渡り線Ｂ（１，２）と渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）との間で直
列に接続されて複数存在することを表す。
【０１９１】
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　巻回部Ｃ（１），Ｃ（Ｋ）はそれぞれティースＴ（１），Ｔ（Ｋ）に集中巻で巻回され
る。渡り線Ｂ（１，２）は巻回部Ｃ（１），Ｃ（２）同士を一方側で繋ぐ。渡り線Ｂ（Ｋ
－１，Ｋ）は巻回部Ｃ（Ｋ），Ｃ（Ｋ－１）同士を一方側で繋ぐ。折り返し部Ｒ（Ｋ）は
、渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）の一端と巻回部Ｃ（Ｋ）との間で、一方側へと折り返し端Ｕ（
Ｋ）を呈して繋がる。
【０１９２】
　以下、既に敷設されているルートを辿る表現で電機子巻線を敷設する方向を説明する。
電機子巻線の一端１は、ティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）側（構造ＣＣと反対側）で
、一方側に配置される。電機子巻線はティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）側を一方側か
ら他方側へと進み、ティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）側かつ他方側に設けられた凹部
３２（図１３参照）で係止されて折り返し、ティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）側を他
方側から一方側へと進み、引き出し部Ｄ１を形成する。
【０１９３】
　その後、電機子巻線はティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）且つ一方側（図７ではティ
ースＴ（１）の左上）を巻き初めとしてティースＴ（１）に時計回りでｍ回巻回され、巻
回部Ｃ（１）を形成する。電機子巻線は、ティースＴ（１）をそのティースＴ（Ｋ）側か
つ一方側から離れ、ティースＴ（１）のティースＴ（Ｋ）側かつ一方側に配置された凹部
３１によって屈曲し、渡り線Ｂ（１，２）を形成して周方向へ進む。つまり渡り線Ｂ（１
，２）は、一方側かつティースＴ（Ｋ）側の位置で巻回部Ｃ（１）と繋がることになる。
渡り線Ｂ（１，２）は構造ＣＣの内、最もティースＴ（１）に近い渡り線Ｂ（２ｋ－１，
２ｋ）に一致する。
【０１９４】
　電機子巻線は構造ＣＣ内を第１の実施の形態で説明したように敷設された後、渡り線Ｂ
（２ｋ＋１，２ｋ＋２）として周方向に延在する。渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）は構造ＣＣの
内、最もティースＴ（Ｋ）に近い渡り線Ｂ（２ｋ＋１，２ｋ＋２）に一致する。
【０１９５】
　電機子巻線は渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）として周方向を延在した後、ティースＴ（Ｋ）の
ティースＴ（１）側（構造ＣＣとは反対側）かつ一方側に設けられた凹部３１（図１３参
照）に係止されて屈曲する。この屈曲後の電機子巻線は折り返し部Ｒ（Ｋ）として把握さ
れる。つまり渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）が折り返し部Ｒ（Ｋ）と繋がる。
【０１９６】
　電機子巻線は以下のように進んで折り返し部Ｒ（Ｋ）を形成する。即ち、電機子巻線は
ティースＴ（Ｋ）のティースＴ（１）側（構造ＣＣと反対側）、ティースＴ（Ｋ）の他方
側を経由し（途中でティースＴ（Ｋ）の他方側の二つの角で屈曲する）、ティースＴ（Ｋ
）の構造ＣＣ側（ティースＴ（Ｋ－１）側）を他方側から一方側へと進む。その後、電機
子巻線は一方側において折り返し端Ｕ（Ｋ）を呈してティースＴ（Ｋ）の構造ＣＣ側を一
方側から他方側へと進む。電機子巻線は再びティースＴ（Ｋ）の他方側を経由する（途中
でティースＴ（Ｋ）の他方側の二つの角で屈曲する）。
【０１９７】
　その後、電機子巻線はティースＴ（Ｋ）のティースＴ（１）側且つ一方側（図７ではテ
ィースＴ（Ｋ）の右上）を巻き初めとしてティースＴ（Ｋ）に反時計回りでｔ回巻回され
て巻回部Ｃ（Ｋ）を形成する。巻回部Ｃ（Ｋ）を形成した電機子巻線は、その後、ティー
スＴ（Ｋ）のティースＴ（１）側且つ一方側から引き出され、引き出し部Ｄ２を形成して
他端２に至る。
【０１９８】
　このような電機子巻線の敷設を簡単に言えば、電機子巻線は次の経路を順に、あるいは
逆に辿って敷設されることになる：引き出し部Ｄ１、渡り線Ｂ（１）、巻回部Ｃ（１）、
渡り線Ｂ（１，２）、構造ＣＣ、渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）、折り返し部Ｒ（Ｋ）、巻回部
Ｃ（Ｋ）、引き出し部Ｄ２。
【０１９９】
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　図８は図７に示された電機子巻線に流れる電流の方向を矢印で示す模式図である。引き
出し部Ｄ１，Ｄ２及び折り返し端Ｕ（２ｋ＋１）が接続線２０で相互に接続される。折り
返し端Ｕ（Ｋ），Ｕ（２ｋ）が接続線１０で相互に接続される。ここでは接続線２０が中
性点に接続されるものとし、接続線１０から電流が流れ込む場合を例示している。
【０２００】
　折り返し部は周方向において一つ置きに接続され、引き出し部Ｄ１，Ｄ２はそれぞれい
ずれかの折り返し部に接続されることになり、引き出し部Ｄ１，Ｄ２間で並列に接続され
る電機子巻線が連続して敷設されることになる。
【０２０１】
　接続線１０から電流が流れ込むことにより折り返し端Ｕ（Ｋ）から折り返し部Ｒ（Ｋ）
を経由して巻回部Ｃ（Ｋ）に電流が流れ込む。また折り返し端Ｕ（Ｋ）から折り返し部Ｒ
（Ｋ）、渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ），Ｂ（２ｋ＋１，２ｋ＋２）を経由して巻回部Ｃ（２ｋ
＋１）に電流が流れ込む。
【０２０２】
　また折り返し端Ｕ（２ｋ）から折り返し部Ｒ（２ｋ）を経由して巻回部Ｃ（２ｋ）に電
流が流れ込む。また折り返し端Ｕ（２ｋ）から折り返し部Ｒ（２ｋ）、渡り線Ｂ（２ｋ－
１，２ｋ），Ｂ（１，２）を経由して巻回部Ｃ（１）に電流が流れ込む。
【０２０３】
　巻回部Ｃ（１）に流れた電流は、引き出し部Ｄ１を介して接続線２０へと流れ出す。巻
回部Ｃ（２ｋ）に流れた電流は、渡り線Ｂ（２ｋ，２ｋ＋１）、折り返し部Ｒ（２ｋ＋１
）、折り返し端Ｕ（２ｋ＋１）を経由して接続線２０へと流れ出す。巻回部Ｃ（２ｋ＋１
）に流れた電流は、折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）、折り返し端Ｕ（２ｋ＋１）を経由して接
続線２０へと流れ出す。巻回部Ｃ（Ｋ）に流れた電流は、引き出し部Ｄ１を介して接続線
２０へと流れ出す。
【０２０４】
　このように電機子巻線が構成されることにより、各相において、巻回部同士が引き出し
部Ｄ１と引き出し部Ｄ２との間で並列に接続される電機子巻線が連続して敷設される。し
かも引き出し部Ｄ１と、引き出し部Ｄ２と、渡り線と、折り返し端とが、全てのティース
に対して軸における一方側に配置されるので、軸方向の寸法を小さくすることができる。
【０２０５】
　また、電機子巻線が敷設される方向と関係なく、折り返し端からその属する折り返し部
を見た場合には電流の流入または電流の流出のいずれか一方のみが生じるので、いずれの
巻回部においてもその周回電流の方向は等しい。図８では周回電流の方向が反時計回りと
なる場合が例示されている。
【０２０６】
　より具体的には以下のようになる。ティースＴ（２）（これは構造ＣＣが有するティー
スＴ（２ｋ）のうち、最もティースＴ（１）に近いものが相当する：ｋ＝１）側に位置す
る巻回部Ｃ（１）に流れる電流と、ティースＴ（１）側に位置する巻回部Ｃ（Ｋ）に流れ
る電流と、ティースＴ（２ｋ＋１）側に位置する巻回部Ｃ（２ｋ）に流れる電流とは、い
ずれも、ティースＴ（２ｋ）側に位置する巻回部Ｃ（２ｋ＋１）に流れる電流と向きが逆
になる。よって巻回部Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ）に流れる電流は相互に同じ向きの周回電流とな
る。
【０２０７】
　引き出し部Ｄ１が巻回部Ｃ（１）のティースＴ（Ｋ）側且つ一方側から引き出されるが
、他方側を経由して往復する。よって引き出し部Ｄ１を他方側において凹部３２で係止し
て固定でき、しかも引き出し部Ｄ１に流れる電機子電流の効果が相殺される。よって引き
出し部Ｄ１に流れる電流は、巻回部（１）の巻回数に実質的な影響を与えない。
【０２０８】
　折り返し部Ｒ（２ｋ）は、ティースＴ（２ｋ）の他方側を経由して、ティースＴ（２ｋ
）の周囲で往復する。よって折り返し部Ｒ（２ｋ）はティースＴ（２ｋ）によって、その
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他方側が固定される。しかも折り返し端Ｕ（２ｋ）から電流が流出入するので、巻回部Ｃ
（２ｋ）の巻回数を実質的に２だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【０２０９】
　折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）は、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）の一方側と、一方側に配置された
渡り線Ｂ（２ｋ）との間で繋がり、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）のティースＴ（２ｋ）の側で二
往復している。よって折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）は他方側において凹部３２で係止して固
定できる。しかも折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）に流れる電流は、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）の巻
回数に実質的な影響を与えない。
【０２１０】
　折り返し部Ｒ（Ｋ）は、ティースＴ（Ｋ）の他方側を経由して、ティースＴ（Ｋ）の周
囲で往復する。よって折り返し部Ｒ（Ｋ）はティースＴ（Ｋ）によって、その他方側が固
定される。しかも折り返し端Ｕ（Ｋ）から電流が流出入するので、巻回部Ｃ（Ｋ）の巻回
数を実質的に２だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【０２１１】
　よって１＜ｔ＝ｍ－２に設定することにより、構造ＣＣが存在する場合であっても、全
てのティースに発生する磁束は相互にバランスがとれたものとなる。
【０２１２】
　第５の実施の形態．
　図９はこの発明の第５の実施の形態にかかる電機子の構成の一部を示す模式図である。
図１と同様に、電機子巻線が巻回される方向が矢印で示されている。
【０２１３】
　第５の実施の形態は第４の実施の形態に対してティースＴ（Ｋ）の周囲に配置される電
機子巻線のみが相違するので、その他の部分の構成は省略している。即ち、渡り線Ｂ（１
，２）に接続される巻回部（１）や、巻回部Ｃ（１）に接続される引き出し部Ｄ１の他、
構造ＣＣの内部が省略されている。
【０２１４】
　第５の実施の形態は、第４の実施の形態と比較して、引き出し部Ｄ２を形成する電機子
巻線の敷設が相違する。既に敷設されているルートを辿る表現で電機子巻線を敷設する方
向を説明する。本実施の形態において電機子巻線は、その配置の際、巻回部Ｃ（Ｋ）を形
成した後、ティースＴ（Ｋ－１）且つ一方側で巻回部Ｃ（Ｋ）から引き出され、更にティ
ースＴ（Ｋ）の一方側を通る。そしてティースＴ（Ｋ）のティースＴ（Ｋ－１）（構造Ｃ
Ｃのうち、最もティースＴ（Ｋ）に近いティースＴ（２ｋ＋１）が相当する）側を他方側
に進み、凹部３２に係止されて折り返し、一方側へと進んで他端２に至る。
【０２１５】
　図１０は図９に示された電機子巻線に対して電流が流れる方向を示す模式図である。図
８と同様に、折り返し端Ｕ（Ｋ）は接続線１０に、他端２は接続線２０に接続され、電流
が流れる方向が矢印で示されている。第４の実施の形態と比較すると、巻回部Ｃ（Ｋ）か
ら他端２へと引き出し部Ｄ２を電流が流れる際、当該電流はティースＴ（Ｋ）のティース
Ｔ（Ｋ－１）側を一往復する。
【０２１６】
　本実施の形態によれば、引き出し部Ｄ２をティースＴ（Ｋ－１）側の位置で巻回部Ｃ（
Ｋ）から引き出す場合であっても、引き出し部Ｄ２を他方側において凹部３２で係止して
固定できる。しかも引き出し部Ｄ２に流れる電機子電流の効果は相殺されるので、第４の
実施の形態と同様にして磁束のバランスが得られる。
【０２１７】
　もちろん、第４の実施の形態と同様に、引き出し部Ｄ１，Ｄ２と、渡り線と、折り返し
端とが、全てのティースに対して軸における一方側に配置されるので、回転軸方向の寸法
を小さくすることができる。
【０２１８】
　第６の実施の形態．
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　図１１はこの発明の第６の実施の形態にかかる電機子の構成の一部を示す模式図である
。図１と同様に、電機子巻線が巻回される方向が矢印で示されている。
【０２１９】
　第６の実施の形態は第４の実施の形態に対してティースＴ（Ｋ）の周囲に配置される電
機子巻線のみが相違するので、その他の部分の構成は省略している。即ち、図９と同様の
省略が採用されている。
【０２２０】
　第６の実施の形態は、第４の実施の形態と比較して、引き出し部Ｄ２及び折り返し部Ｒ
（Ｋ）を全てティースＴ（Ｋ）のティースＴ（１）側（構造ＣＣと反対側）に配置した点
で相違している。
【０２２１】
　既に敷設されているルートを辿る表現で電機子巻線を敷設する方向を説明する。本実施
の形態において電機子巻線は、その配置の際、渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）を形成した後、テ
ィースＴ（Ｋ）のティースＴ（Ｋ－１）側かつ一方側に設けられた凹部３１で屈曲し、一
方側から他方側へと向かって折り返し部Ｒ（Ｋ）を形成し始める。折り返し部Ｒ（Ｋ）は
、ティースＴ（Ｋ）のティースＴ（１）側かつ他方側に設けられた凹部３２に係止されて
折り返し、ティースＴ（Ｋ）のティースＴ（１）側を他方側から一方側へと進む。そして
一方側で折り返し端Ｕ（Ｋ）に至り、再びティースＴ（Ｋ）のティースＴ（１）側を一方
側から他方側へと進む。そして上記の凹部３２に係止されて折り返し、ティースＴ（Ｋ）
のティースＴ（１）側かつ他方側（図１１ではティース（Ｋ）の右下）を巻初めとしてテ
ィース（Ｋ）に反時計回りでｍ回巻回され、巻回部Ｃ（Ｋ）を形成する。
【０２２２】
　巻回部Ｃ（Ｋ）を形成した電機子巻線は、ティースＴ（Ｋ）のティースＴ（Ｋ－１）側
かつ他方側（図１１においてティースＴ（Ｋ）の左下）から出て、ティースＴ（Ｋ）のテ
ィースＴ（Ｋ－１）側かつ他方側に設けられた凹部３２に係止されて周方向に屈曲し、テ
ィースＴ（Ｋ）の他方側を進む。更に電機子巻線は、ティースＴ（Ｋ）のティースＴ（１
）側かつ他方側に設けられた凹部３２に係止されて屈曲し、ティースＴ（Ｋ）のティース
Ｔ（１）側を他方側から一方側へと進んで引き出し部Ｄ２を構成し、一方側の他端２に至
る。
【０２２３】
　厳密には巻回部Ｃ（Ｋ）は、ティースＴ（Ｋ）の他方側を（ｍ－１）回しか通過してい
ない。しかしながら第１の実施の形態の巻回部Ｃ（Ｋ）の巻回数と同様に考え、本実施の
形態の巻回部Ｃ（Ｋ）の巻回数も上述のようにｍ回とする。
【０２２４】
　このような電機子巻線の敷設を簡単に言えば、電機子巻線は次の経路を順に、あるいは
逆に辿って敷設されることになる（図７をも参照）：引き出し部Ｄ１、巻回部Ｃ（Ｋ）、
渡り線Ｂ（１，２）、構造ＣＣ、渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）、折り返し部Ｒ（Ｋ）、巻回部
Ｃ（Ｋ）、引き出し部Ｄ２。
【０２２５】
　図１２は図１１に示された電機子巻線に対して電流が流れる方向を示す模式図である。
図８と同様に、折り返し端Ｕ（Ｋ），Ｕ（２ｋ）は接続線１０に、一端１、他端２及び折
り返し端Ｕ（２ｋ＋１）は接続線２０に接続され、電流が流れる方向が矢印で示されてい
る。第４の実施の形態と比較すると、渡り線Ｂ（Ｋ－１，Ｋ）、引き出し部Ｄ２及び折り
返し部Ｒ（Ｋ）に流れる電流同士はその効果を相殺する。よって巻回部Ｃ（Ｋ）の巻回数
をｍ回とすることで、第４の実施の形態と同様にして磁束のバランスが得られる。
【０２２６】
　より具体的には、ティースＴ（２）側に位置する巻回部Ｃ（１）に流れる電流と、ティ
ースＴ（１）側に位置する巻回部Ｃ（Ｋ）に流れる電流と、ティースＴ（２ｋ＋１）側に
位置する巻回部Ｃ（２ｋ）に流れる電流とは、いずれも、ティースＴ（２ｋ）側に位置す
る巻回部Ｃ（２ｋ＋１）に流れる電流と向きが逆になる。よって巻回部Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ
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）に流れる電流は相互に同じ向きの周回電流となる。
【０２２７】
　引き出し部Ｄ１は巻回部Ｃ（１）から一方側に引き出されるが、他方側を経由して往復
する。よって引き出し部Ｄ１を他方側において係止して凹部３２で固定でき、しかも引き
出し部Ｄ１に流れる電機子電流の効果が相殺される。よって引き出し部Ｄ１に流れる電流
は、巻回部（１）の巻回数に実質的な影響を与えない。
【０２２８】
　折り返し部Ｒ（２ｋ）は、ティース（２ｋ）の他方側を経由して、ティースＴ（２ｋ）
の周囲で往復する。よって折り返し部Ｒ（２ｋ）はティースＴ（２ｋ）によって、その他
方側が固定される。しかも折り返し端Ｕ（２ｋ）から電流が流出入するので、巻回部Ｃ（
２ｋ）の巻回数を実質的に２だけ増加させるのと同じ効果を与える。
【０２２９】
　折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）は、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）の一方側と、一方側に配置された
渡り線Ｂ（２ｋ）との間で繋がり、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）のティースＴ（２ｋ）側で二往
復している。よって折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）は他方側において凹部３２で係止して固定
できる。しかも折り返し部Ｒ（２ｋ＋１）に流れる電流は、巻回部Ｃ（２ｋ＋１）の巻回
数に実質的な影響を与えない。
【０２３０】
　折り返し部Ｒ（Ｋ）は、ティースＴ（Ｋ）の他方側を経由して、ティースＴ（Ｋ）のテ
ィースＴ（１）側を往復する。よって折り返し部Ｒ（Ｋ）を他方側において凹部３２で係
止して固定できる。しかも折り返し端Ｕ（Ｋ）から電流が流出入し、折り返し端Ｕ（Ｋ）
から見た電流の流れは、引き出し部Ｄ２から見た電流の流れと、方向が反対であるので、
巻回部Ｃ（Ｋ）の巻回数に実質的な影響を与えない。
【０２３１】
　従って、引き出し部Ｄ１，Ｄ２と、渡り線と、折り返し端とを一方側に配置しつつ、か
つこれらの固定を容易にし、更に全てのティースに発生する磁束は相互にバランスがとれ
たものとなる。
【０２３２】
　もちろん、第４の実施の形態と同様に、引き出し部Ｄ１，Ｄ２と、渡り線と、折り返し
端とが、全てのティースに対して軸における一方側に配置されるので、回転軸方向の寸法
を小さくすることができる。
【０２３３】
　第１乃至第６の実施の形態において、各ティースにはそれに巻回される巻回部によって
磁束が発生する。ティースの周方向の両隣に流れる電流がほぼ等しい方が、ティースに発
生する磁束のバランスがよい。この観点からは第１の実施の形態や第４の実施の形態が好
ましい態様となる。
【図面の簡単な説明】
【０２３４】
【図１】この発明の第１の実施の形態にかかる電機子の構成を示す模式図である。
【図２】この発明の第１の実施の形態にかかる電機子巻線に流れる電流の方向を矢印で示
す模式図である。
【図３】この発明の第２の実施の形態にかかる電機子の構成を示す模式図である。
【図４】この発明の第２の実施の形態にかかる電機子巻線に流れる電流の方向を矢印で示
す模式図である。
【図５】この発明の第３の実施の形態にかかる電機子の構成を示す模式図である。
【図６】この発明の第３の実施の形態にかかる電機子巻線に流れる電流の方向を矢印で示
す模式図である。
【図７】この発明の第４の実施の形態にかかる電機子の構成を示す模式図である。
【図８】この発明の第４の実施の形態にかかる電機子巻線に流れる電流の方向を矢印で示
す模式図である。
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【図９】この発明の第５の実施の形態にかかる電機子の構成を示す模式図である。
【図１０】この発明の第５の実施の形態にかかる電機子巻線に流れる電流の方向を矢印で
示す模式図である。
【図１１】この発明の第６の実施の形態にかかる電機子の構成を示す模式図である。
【図１２】この発明の第６の実施の形態にかかる電機子巻線に流れる電流の方向を矢印で
示す模式図である。
【図１３】電機子巻線が敷設される対象を簡単に示す概念図である。
【符号の説明】
【０２３５】
　Ｂ（１，２）～Ｂ（Ｋ－１，Ｋ），Ｂ（Ｋ，２）　渡り線
　Ｒ（１）～Ｒ（Ｋ－１）　折り返し部
　Ｔ（１）～Ｔ（Ｋ）　ティース
　Ｃ（１）～Ｃ（Ｋ）　巻回部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】



(40) JP 4952481 B2 2012.6.13

10

20

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－２９８９１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１１０８４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２３２７４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－３３６９３４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２３６１８０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２１５２７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３２８９１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０６７７０１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２８００４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭５６－００９８４１（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００５－２２４０３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２３０２５７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１３４７１６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０２Ｋ　　　３／３８　　　　
              Ｈ０２Ｋ　　　３／１８　　　　
              Ｈ０２Ｋ　　　３／２８　　　　
              Ｈ０２Ｋ　　　３／５２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

